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れ
ま
し
た
が
、
本
年
四
月
漸
く
完
了
し
ま
し
て
、

て
店
り
ま
す
。

上
国
寺
、
勝
山
館
跡
、
花
沢
館
跡
等
既
に

竺
件
が
道
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
夷
王
山
周
辺
に
見
ら
れ
る
百
数
十
の
瑣
総
群
に
つ
い
て
も

一
教
授
の
手
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
、
学
間
的
に
非
常
に
即
味
の
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た

が
、
近
い
将
米
に
お
い
て
、
北
涌
氾
大
学
北
方
文
化
研
究
室
の
手
に

よ
っ
て
更
に
研
究
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
A

な
っ
て
居
り
、
更
に

一
件
の
指
定
文
化
財
が
加
え
ら
れ
る
見
透
し
が
強
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

当
村
周
辺
に
お
い
て
は
諸
所
に
土
器
、

ら
れ
て
来
ま
し
た
。
幸
い
に
も
北
洵
道
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
大
場
利
夫
博
士
の
指
禅
の
も
と
に
、
渡
辺
兼
庸
氏
、
松
崎
岩
穂
氏
の
御
協
力
を
得
ま
し
て
、
三
十

四
年
八
月
に
本
格
的
に
発
掘
作
業
が
行
わ
れ
、
迪
い
道
文
化
を
解
明
す
る
重
な
る
資
料
数
百
点
を
得
ま
し
て
、
溺
来
そ
の
出
土
品
の
挽
理
、
復
元
の
仕
事
が
続
け
ら

の
文
化
が
早
く
移
入
さ
れ
た
等
の
関
係
か
ら

上
ノ
国
村
は
今
は
う
ら
ぷ
れ
た
一
寒
村
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
松
前
滞
の
始
祖
武
田
信
広
公
の
届
城
が
あ
っ
た
こ
と
、

序

同 北

海

道

棺

山

郡

上

ノ

国

村

長

北
涌
適
文
化
発
詳
の
地
と
し
て
、
史
蹟

．
辿
跡
が
非
常
に
多
く
、

中 沢

島
村

才

地
理
的
に
北
而
氾
の
南
端
に
位
樹
し
て
本
州

石
器
等
の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ
等
の
研
究
が
当
村
在
住
の
上
ノ
国
八
幡
宮
ク
司
松
崎
岩
穂
氏
の
手
に
よ
っ
て
進
め

こ
の
度
こ
れ
が
報
告
書
を
刊
行
す
る
迎
び
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
宮
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。

こ
の
研
究
報
告
書
の
刊
行
に
当
り
大
場
悼
士
を
は
じ
め
、

そ
れ
に
御
協
力
下
さ
っ
た
方
人
に
対
し
、
衷
心
敬
怠
と
感
謝
を
中
し
上
げ
る
と
共
に
、
こ
の
報
告
書
が

北
方
文
化
研
究
の
上
に
稗
益
す
る
こ
と
を
信
じ
ま
し
て
広
く
御
紹
介
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

上
ノ
国
村
教
育
委
員
会
教
育
長

勉 蔵

部
は
明
治
大
学
後
藤
守

上
代
文
化
研
究
の
上
に
費
重
な
資
料
を
提
供
し
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上 .l 国村附近の地図





八
月
＝
一日
か
ら
五
日
に
亘
つ
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

上
ノ
国
追
跡
は
、
北
洵
道
桧
山
郡
上
ノ
国
村
字
上
ノ
国
市
街
地
川
合
政
義
氏
宅
地
の
裏
手
に
当
り
、
大
訓
湾
に
臨
ん
で
所
在
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
江
差
線
上
ノ
国
駅

か
ら
中
外
鉱
山
行
の
バ
ス
で

二
粁、

本
追
跡
の
存
在
す
る
宅
地
は
、
も
と
竹
内
氏
の
所
有
地
で
あ
っ
た
の
で
、
昭
和
三

0
年
刊
行
の
「
桧
山
南
部
の
追
跡
」
に
は
追
跡
名
を
「
竹
内
屋
敷
」
と
し
、
左
の
よ

竹
内
屋
敷
。
上
ノ
国
市
街
地
の
竹
内
吉
蔵
氏
屋
敷
の
裏
手
に
当
る
海
沿
い
の
地
面
は
、
年
入
時
化
に
削
ら
れ
て
い
る
が
、
昭
和
―
―-
0年
二
月
の
時
化
の
際
に
大
き
く
削
ら

れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
切
割
に
土
器
片
が
層
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
隣
家
の
笹
浪
竹
造
氏
に
依
頻
し
て
そ
の
一
部
を
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
本
地
は
再
び
削
ら
れ
た
の
で
、
今
は
僅
か
に
土
器
破
片
を
蔽
見
す
る
の
み
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
本
追
跡
か
ら
は
他
辿
跡
に
は
見
ら
れ
な
い
型
式
不
明
の
、

ら
く
前
期
の
土
器
と
思
わ
れ
る
破
片
が
数
片
出
土
し
て
い
る
。
石
器
は
破
片
が
僅
か
に
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
（
第
一
―
ー
第
―
二
図
及
び
写
冥
―
―
参
照
）
。

前
述
の
文
章
に
見
ら
れ
る
「
他
地
域
に
見
ら
れ
ぬ
型
式
不
明
の
土
器
」
に
つ
い
て
の
解
明
は
、
年
来
の
宿
起
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
昭
和
三
四
年
上
ノ
国
村
教
育
委
員

会
は
、

そ
の
正
式
調
査
を
企
図
し
、
北
洵
道
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
児
玉
作
左
衛
門
教
授
銚
に
伊
藤
呂
一
教
授
に
大
場
利
夫
の
派
遣
を
乞
い
幸
に
諒
承
を
得
た
の
で
、

う
に
記
し
た
が
、
こ
こ
に
再
録
す
る
。

上

第
ノ

章 国

上
J

国
停
留
所
か
ら
市
街
地
並
み
に
一
万

0
米
で
同
地
に
逹
す
る
。

緒

ー
檜
山
郡
上
ノ
国
村
字
上
ノ
国
竹
内
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
ー

遣

跡
-
[
 

渡 松大

辺崎場

兼岩利

庸穂夫

お
そ



調
資
の
結
果
、
本
造
跡
は
、
主
と
し
て
羅
文
晩
期
の
大
洞

B
乃
至
大
洞

B
l
C
式
に
比
定
し
う
る
追
物
を
包
含
す
る
追
跡
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

わ
ゆ
る
亀
ヶ
岡
土
器
分
布
圏
内
の
他
地
方
の
土
器
に
比
べ
て
著
し
い
特
色
が
見
ら
れ
る
の
で
、

第

二

章

姿
を
星
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
ノ
国
市
街
地
に
は
、

明
治
末
年
か
ら
没
落
し
た
が
、

沿
い
の
宅
地
は
昔
に
比
べ
現
在
は
著
し
く
狭
少
に
な
っ
て
い
る
。

上
／
国
式
土
器
と
仮
称
す
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
も
い

上
ノ
国
市
街
地
に
は
、
大
澗
湾
に
望
ん
で
他
に
も
類
似
の
追
跡
の
存
在
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
＝

i-―-年
九
月
市
街
地
の
悔
岸
護
岸
災
害
復
旧
工
事
に
当
り
、
大
澗
湾

の
凹
部
に
あ
た
る
草
間
恒
二
氏
宅
地
裏
手
に
お
い
て
、
椋
裔
が
水
平
線
す
れ
／
＼

の
設
岸
基
部
か
ら
上
げ
ら
れ
た
泥
土
の
中
に
、
鉄
鈷
の
付
羞
し
た
多
数
の
土
器
片
が
発

見
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
復
原
可
能
な
士
器
一
ヶ
を
含
む
が
本
追
跡
出
土
の
土
器
に
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
一□

四
年
七
月
大
澗
港
簡
易
漁
港
工
事
施
行
中
、
砂
礫
償
場
の
梱

存
在
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
木
地
域
を
総
称
し
て
上
ノ
国
追
跡
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

本
追
跡
は
八
幡
野
か
ら
発
逹
し
た
丘
陵
が
洵
に
突
出
し
た
地
点
に
当
る
。
こ
4

を
境
に
東
す
る
こ
と

一
五

0
米
余
で
土
地
は
低
く
な
り
、
天
の
川
沿
い
の
平
野
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
本
追
跡
前
面
の
洵
は
遠
浅
で
洵
底
に
無
数
の
岩
石
が
存
在
す
る
が
、
大
澗
約
寄
り
に
水
深
は
次
第
に
大
き
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
地
点
は
、
か
つ
て
陸
地
が

涌
中
に
相
当
に
突
出
し
、
西
北
の
大
澗
岬
と
相
対
し
て
良
約
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
大
訓
岬
に
対
し
こ
の
東
の
突
出
点
の
基
部
に
本
追
跡
が
存
在
し
、

西
北
の
突
出
点
の
大
澗
岬
の
基
部
と
、
大
澗
湾
の
凹
部
に
当
る
上
ノ
国
八
幡
宮
の
小
川
の
川
口
と
に
同
年
代
の
追
跡
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
の
後
、
天
の

川
が
移
動
し
て

川
口

が
本
辿
跡
の
突
出
部
に
探
う
て
開
け
、
突
出
部
を
浸
蝕
し
、
更
に
波
浪
が
こ
れ
を
削
っ
た
の
で
陸
地
が
次
第
に
滅
少
し
、
今
日
の

か
つ
て
現
在
の
国
道
の
ほ
か
に
本
追
跡
の
辺
り
か
ら
東
へ
も
う

―
つ
の
道
が
あ
っ
て
、
道
の
北
側
で
現
在
悔

に
な
り
、
時
に
は
天
の
川
の
流
れ
と
な
る
辺
り
に
、
家
斥
や
雑
倉
の
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
ど
人
が
い
る
。
千
石
場
所
と
し
て
賑
わ
っ
た
大
訓
誇
の
鰊
漁
業
は
、

そ
の
頃
か
ら
、
こ
と
に
洵
水
の
没
蝕
が
著
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
村
役
場
の
土
地
台
帳
に
照
合
し
て
み
て
も
、
こ

れ
ら
悔
治
い
及
び
川

現
在
も
天
の
川
の
河
口
は
常
に
変
遷
し
て
お
り
、
悔
中
に
砂
州
が
で
き
て
、
こ

の
追
跡
の

二
、
主
米
先
が
川
に
な
っ
た
り
、
砂
が
堆
柏
し
て
十
数
米
先
ま
で
が
砂
浜
に

な
っ
た
り
、

築
に
よ
り
、

ま
た
累
々
た
る
岩
石
が
辿
跡
の
ニ

・
＿
―
-
米
先
に
現
わ
れ
、

遺

跡

の

状

態

そ
れ
を
悔
波
が
洗
つ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
本
造
跡
の
辿
物

包
含
刑
の
多
く
は
既
に
沿
滅
し
去
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
三
四
年
九
月
台
風
の
高
潮
に
よ
っ
て
本
辿
跡
は
一
府
削
ら
れ
た
が
、

三
五
年
に
災
害
復
旧
工
事
と
し

て
護
洋
工
事
が
施
工
さ
れ
た
が
、
設
岸
ぱ
低
い
の
で
、
悔
が
大
き
く
荒
れ
る
時
に
は
、
波
は
護
序
を
超
え
る
状
態
で
あ
る
。

梱
，
閥
四
米
の
洞
沿
い
の
地
点
で
も
、
同
型
式
の
士
器
破
片
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
本
沿
炸
一
帯
に
は
縄
文
晩
期
の
追
跡
が
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第 2図 遣跡の略図
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第 3 図 A 追物の分布図
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第 3 図 B 追跡の地罰図
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-
．
―
二
図
、
浅
鉢
型
の
土
器
及
び
土
器
片
が
そ
れ
で
あ
る
）
。

本
追
跡
の
悔
寄
り
の
地
点
の
糠
高
は
約
三
米
で
あ
る
が
、

五
閑
は
黒
褐
色
砂
層
で
五
糎
ー
六
糎
、
第
六
塵
は
黄
色
砂
陪
で
基
部
ま
で
続
い
て
い
る
。

つ
い
で
暴
風

山
際
に
向
い
次
第
に
高
く
な
っ
て
い
る
。
追
物
包
含
爵
は
、
現
在
幅
凡
そ

一
三
米
、
奥
行
凡
そ
六
ー
七
米
の

間
に
存
在
す
る
。
調
査
は
洵
沿
い
の
仮
塀
に
沿
つ
て
幅
一

0
米
、
奥
行
一
二
米
の
区
域
を
設
定
し
て
行
な
っ
た
。
地
開
は
上
陪
よ
り
数
え
て
、
第
一
層
は
褐
色
表
土
麿
で
二

〇
糎
ー
五
〇
糎
、
第
二
層
は
褐
色
砂
層
で

一
五
糎
ー
ニ
三
糎
、
第
三
罰
は
茶
褐
色
砂
質
土
罰
で

二
七
厠
ー
三
三
糎
、
第
四
摺
は
黒
色
砂
筏
土
層
で

三
二
糎
ー
五
〇
糎
、
第

辿
物
は
第
一
層
、
第
三
層
ー
第
四
層
に
包
含
さ
れ
て
い
た
。
な
お
南
側
の
壁
の
西
端
の
近
く
で
は

、第
一二
罰
と
第
四
陪
の
中
間
に
幅

一
・五
米
の
砂
礫
罰
が
為
呈
し
た。

ま
た
区
画
の
内
部
に
直
径
四

・八
五
米
の
円
形
に
近
い
平
地
住
居
趾
の

一
部
が
認
め
ら
れ
た
。
床
は
約

一
〇
栖
の
膵
さ
の
粘
土
で
固
め
ら
れ
、周
囲
IT
一
直
径

一
〇
糎
前
後
、

迷
さ

二
〇
糎
前
後
の
柱
穴
を
配
し
、
中
央
部
に
も
柱
穴
が
見
ら
れ
た
。
床
上
に
は
木
炭
末
が
多
数
に
詔
め
ら
れ
た
。
住
屈
趾
は
西
側
の
整
の
近
く
に
も
拡
大
し
て
お
り
、

各
閏
出
土
の
造
物
は
土
器

・
石
器
並
び
に
自
然
追
物
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第
四
箪
に
記
述
す
る
。
な
お
辿
跡
の
地
陪
は
第
三
図

B
に
示
し
、

石
器
の
出
土
状
態
に
つ
い
て
は
、
第
三
図
A
に
示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
第
一
図
ー
第
三
図）。

第

三

章

土
器
、

本
辿
跡
の
発
見
は
、
先
に
行
な
っ
た
大
澗
追
跡
の
発
掘
調
査

（
昭
和
二
九
年
八
月
二
七
日
ー
三
一

日
）
の
後
の
こ
と
で
、
竹
内
家
裏
手
の
砂
浜
で
遊
ん
で
い
た
子
供
逹

が
士
器
を
採
集
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
す
な
わ
ち
当
時
上
／
国
小
学
校

一
年
生
の
高
橋
公
平
君
が
本
辿
跡
附
近
よ
り
採
集
し
所
持
し
て
い
た
資
料
を
、
松
崎
が
も
ら
い
受

け
た
が
、
こ
れ
ら
遺
物
の
出
土
個
所
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
子
供
達
の
乱
掘
を
戒
め
て
本
追
跡
の
破
壊
に
注
滋
を
払
っ
た

（
な
お
報
告
書
「
桧
山
南
部
の
迫
跡
」
第

偶
入
昭
和
―
―-0
年
二
月
二
0
日
に
風
雪
注
意
報
が
発
令
さ
れ
、
風
速
二
0
米
か
ら
三

0
米
に
達
す
る
と
い
う
予
報
で
、
村
の
消
防
団
が
夜
警
に
出
動
し
た
程
で
、
ラ
ジ

オ
は
し
き
り
に
各
地
の
被
害
を
伝
え
て
い
た
。
翌
ニ

―
日
風
は
次
第
に
お
だ
や
か
に
な
っ
た
が
、
時
々
吹
雪
に
な
っ
て
い
た
。
こ
A

数
日
来
勝
山
館
辿
跡
出
土
の
土
器
の

役
原
に
夜
を
徹
し
て
い
た
松
崎
は
、
衆
誂
院
誂
員
選
挙
の
立
会
旗
説
に
赴
く
た
め
に
家
を
出
た
が
、

M
祓
説
会
は
翌
二
二

日
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
の
で
、

の
被
害
状
態
を
観
察
す
る
た
め
に
浜
へ
出
て
見
た
。
漁
業
組
合
の
下
の
波
浪
よ
け
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
設
岸
が
崩
壊
し
て
車
廊
の
端
が
空
間
に
と
び
出
し
て
お
り
、
竹
内
屋

敷
の
追
物
包
含
層
は
波
に
打
た
れ
て
新
し
い
欠
浪
の
跡
が
見
ら
れ
、
所
々
丸

い
穴
が
あ
い
て
、

少
し
く
穴
に
な
っ
た
箇
所
の
奥
に
、

土
器
破
片
が
見
え
て
い
た
。
ま
た
西
隣
り
の
笹
浪
氏
宅
裏
の
欠
沿
地
の
、

土
器
破
片
が
の
ぞ
い
て
い
た
の
で
、
傍
ら
の
一

、
二
片
を
拾
い
、
大
き
日
の
石
を
二
、
三
ヶ
そ
こ
に
あ
て
4

ふ
さ
い
だ
。
ま
た
東
隣

調
査
の
経
緯
と
調
査
研
究
日
誌

区
画
外
の
隣
地
に
続
い
て
い
る
も
の
と
推
定
さ
れ
た
。

六



崎
、
渡
辺
両
者
名
に
て

型
無
文
の
土
器
で
あ
り
、
波
が
し
み
こ
ん
で
凍
っ
た
せ
い
か
、

渡
辺
は

一
＿
八
年
一

0
月
を
松
崎
宅
に
過
し

料
が
「
桧
山
南
部
の
追
跡
」
第
一
―
図
左
下
の
廊
形
の
土
器
で
あ
る
。

「
桧
山
南
部
の
追
跡
」
は
、

は
じ
め
大
澗
追
跡
調
査
の
報
告
書
を
出
す
こ
と
で
、

概
要
を
加
え
、
更
に
江
差
高
等
学
校
宮
下
教
諭
の
調
査
し
た
江
差
町
の
追
跡
を
加
え
る
こ
と
に
な
り
、

作
製
の
た
め
の
造
物
の
整
理
粘
査
に
当
り
、
諸
種
の
打
合
せ
を
し
た
が
、

七

り
屋
敷
の
矢
来
も
但
禎
し
て
雑
倉
が
欠
放
し
て
班
の
上
に
は
み
出
し
て
い
た
。
翌
日
笹
浪
氏
の
了
解
を
え
て
、
先
の
石
を
除
い
て
土
器
を
取
り
出
し
た
が
、
本
土
器
は
丸

ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
た
。
幸
い

一
か
た
ま
り
で
あ
っ
た
の
で
、
後
に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
資

上
ノ
固
村
教
育
委
員
会
が
企
画
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
上
ノ
国
村
内
の
追
跡
の

上
ノ
国
村
教
育
委
員
会
は
江
差
町
教
育
委
員
会
に
交
渉
し
て
、
両

教
育
委
員
会
の
共
同
刊
行
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
事
情
は
さ
て
お
き
、

一―

-0
年
四
月
北
洵
追
大
学
の
大
場
は
松
崎
完
に
来
泊
し
て
、
大
澗
辿
跡
の
報
告
書

旧
竹
内
屋
敷
追
跡
の
土
器
に
注
日
し
、
型
式
不
明
の
土
器
と
し
て
、
こ
れ
の
解
明
の
機
会
を
待

こ
れ
よ
り
先
、
松
崎
は
昭
和
二
六
年
秋
、
勝
山
館
追
跡
の

一
隅
に
顔
を
出
し
て
い
た
士
器
の
採
共
に
手
を
そ
め
、
出
土
し
た
多
く
の
辿
物
を
か
4

え
て
処
悩
に
窮
し
て

い
た
。
昭
和
二
七
年
八
月
松
平
義
人
氏
の
仲
介
で
明
治
大
学
文
学
部
後
藤
守
一
教
授
の
来
村
と
な
り
、
松
崎
宅
を
根
拠
に
央
王
山
坦
硲
群
に
科
学
の
メ
ス
が
加
え
ら
れ
、

更
に
勝
山

・
大
澗
・
十
兵
衛
沢
等
の
仮
調
査
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
時

一
行
の
中
に
い
た
吉
崎
昌

一
氏
は
翌
年
八
月
来
村
し
て
、
円
節
文
化
の
解
助
を
心
し
て
い
た
明
治
大

学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
の
渡
辺
兼
開
を
松
崎
に
紹
介
し
た
。

だ
。
一
ー
九
年
四
月
、
関
係
追
跡
で
あ
る
版
川
や
江
差
町
茂
尻
逍
跡
の
調
査
に
当
り
、
両
人
は
乙
部
村
姫
川
ま
で
足
を
伸
し
た
。
前
肢
が
あ
る
と
い
わ
れ
た
鯨
の
化
石
の
出

土
の
端
緒
を
掴
ん
だ
の
も
こ
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
籍
を
骰
い
た
渡
辺
は
、

一――――一
年
佐
藤
達
夫
氏
ら
と
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
造

跡
調
査
に
出
張
し
た
が
、
そ
の
帰
路
で
あ
る
八
月
に
上
ノ
国
に
来
村
し
て
前
記
の
追
跡
の
再
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
朱
は

一予
四
年
、
考
古
学
雑
誌
第
四
四
巻
四
号
に
松

「
北
涌
道
椴
川
、
勝
山
館
、

測
り
、
洵
面
と
の
関
係
を
見
た
り
し
た
が
、
渡
辺
も
本
追
跡
出
土
の
追
物
の
緬
年
に
疑
問
を
樅
く
し
て
い
た
。
本
辿
跡
に
は
ま
だ
相
当
屈
の
追
物
の

涅
蔵
を
確
信
さ
れ
る

も
の
が
あ
っ
た
の

で
、
辿
跡
の
破
壊
を
警
戒
し
て
、

っ
こ
と
に
し
た
。

十
兵
衛
沢
追
跡
」
の
報
文
を
掲
載
す
る
こ
と
を
え
た
。
渡
辺
が
上
ノ
国
滞
在
中
に
竹
内
屋
敷
の
欠
訊
点
の
地
雇
を

正
式
調
査
に
よ
る
解
明
の
機
会
を
待
っ
て
い
た
。

松
崎
と
共
に
勝
山
や
十
兵
衛
沢
の
追
物
追
跡
と
取
り
組
ん

そ
の
後
本
追
跡
地
帯
は
、
年
毎
に
欠
沿
を
増
し
て
い
た
が
、
こ
こ
は
畑
地
と
し
て
、
水
田
の
苗
畑
に
使
用
さ
れ
、
秋
に
施
肥
し
て
春
は
早
く
播
種
し
、
こ
れ
が
済
ん
だ

後
は
、
野
菜
畑
と
し
て
使
川
さ
れ
る
こ
と
が
繰
返
さ
れ
て
い
た
。
三
四
年
竹
内
家
敷
は
川
合
政
義
氏
に
よ

っ
て
旧
家
呂
が
解
体
さ
れ
、
新
築
工
事
が
始
め
ら
れ
た
の
で
、

辿
物
包
含
地
の
半
ば
は
放
梢
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
愈
人
本
追
跡
調
査
の
機
会
が
熟
し
、
幸
い
川
合
氏
の
発
掘
調
査
の
承
諾
を
う
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
松
崎
は
本

村
教
育
委
員
会
に
調
査
の
主
体
と
な
る
こ
と
を
懇
請
し
た
。
教
育
長
中
島
勉
氏
は
快
く
こ
れ
を
承
諾
し
た
の
で
、
直
に
北
悔
遥
大
学
の
大
場
に
連
絡
し
た
。
大

場

は

室

蘭
、
女
滴
別
に
お
け
る
調
査
に
多
忙
を
極
め
て
い
た
が
、

か
ね
て
こ
の
日
を
期
し
て
い
た
の
で
直
に
こ
れ
に
応
じ
、
本
追
跡
の
調
査
を
八
月
初
旬
に
決
行
す
る
こ
と
に
し



（参
加
者
氏
名
）

八
月
―
―一
日

（
月
）
賠

前
か
ら
渡
辺
兼
開
が
来
宅
す
る
。

た
。
村
教
育
委
員
会
も
北
洵
道
大
学
医
学
部
に
依
頼
し
て
大
楊
派
逍
の
承
諾
を
え
た
の
で
、
文
化
財
保
設
委
員
会
へ
正
式
調
査
の
手
続
を
と
っ
た
。
折
か
ら
渡
辺
兼
庸
は

弘
前
市
教
育
委
員
会
の
招
き
に
よ
り
、
岩
木
山
脆
追
跡
調
査

（
同
年
万
月
ー

一
0
月
末
日
）
に
赴
い
て
い
た
が
、
連
絡
に
よ
り
日
程
を
割
い
て
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
調
査
は
八
月
三
日
よ
り
、
同
六
日
ま
で
行
わ
れ
た
。
発
掘
作
業
に
は
村
教
育
委
員
会
の
戦
員
の
ほ
か
に
、

八
月
一
日
（
土
）
が
i

発
掘
諸
準
備
を
行
う
。
竹
べ
ら
作
り
、
追
物
箱

（果
物
の
空
箱
）

八
月
二
日
（
日
）
JCl
宰

一
五
ヶ
を
購
入
、
平
板
計
澗
器
、
ボ

ー
ル
、

荷
札
、
新
閲
紙
、
紙
袋
、
小
篇
等
を
整
え
る
。
夜
、
弘

本
日
も
発
掘
諸
器
具
の
整
備
を
行
い
、
村
教
育
委
員
会
布
施
潤
一
郎
次
長
に
発
掘
調
査
時
の
写
真
撮
影
を
依
頼
し
、
上
ノ
国
中
学
校
に
協
力
方
に
つ
い
て
連
絡
し
て
発

掘
部
備
を
終
る
。
夜
、
渡
辺
と
松
崎
は
大
場
を
上
ノ
国
駅
に
迎
え
、
松
崎
宅
で
発
掘
調
査
の
打
合
せ
を
行
う
。

輝
く
軌
の
日
ざ
し
を
浴
び
て
、

上
ノ
国
中
学
校
長
沢
田
誠
氏
に
協
力
を
依
頼
し
、
同

ス
コ
ッ
。フ
、
移
植
べ
ら
、
弁
当
持
参
の
中
学
生
逹
が
、
早
く
か
ら
松
崎
宅
前
に
集
ま
る
。
八
時
出
発
し
て
現
場
に
向
う
。

照
り
つ
け
る
日
ざ
し
に
輝
く
造
跡
地
の
眺
め
は
又
と
な
く
美
し
い
。
北
洵
道
の
歴
史
に
夜
明
け
を
よ
ん
だ
上
ノ
国
の
地
で
あ
る
。
松
前
藩
創
業
の
歴
史
の
故
を
以
て
北

悔
逍
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
円
筒
文
化
の
辿
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
勝
山
館
趾
の
鮮
か
な
木

人
の
緑
に
、
北
悔
道
最
古
の
木
造
建
造
物
と
し
て
、
道
文
化
財
指
定
の
上

国
寺
本
堂
の
赤
い
屋
根
が
映
え
、
夷
王
山
が
静
か
に
こ
れ
を
見
お
ろ
し
て
い
る
。
早
期
の
追
物
を
蔵
し
て
は
り
出
す
大
澗
岬
に
抱
か
れ
る
紺
碧
の
海
の
色
、
天
の
川
口
か

ら
の
砂
浜
の
向
う
に
つ
づ
く
、
追
分
の
江
差
の
町
な
み
に
、
水
平
線
を
か
ぎ
つ
て
弯
曲
し
て
つ
ゞ
く
住
時
の
西
蝦
夷
地
の
熊
石
、
久
遠
の
山
々
が
青
く
か
す
ん
で
大
澗
岬

に
迫
り
、
奥
尻
島
も
望
見
さ
れ
る
。

大
場
、
松
崎
、
渡
辺
並
び
に
上
ノ
国
村
教
育
委
員
会
教
育
長
中
島
勉
、
厠
次
長
布
施
潤

一
郎、

上
ノ
国
中
学
校
生
徒
簗
瀬
伊
佐
雄
、
草
問
俊
彦
、
城
戸
斉
、

調

査

日

士
八
芸
印

上
野
広
、
愛
場
一
充
、
稲
釈
篤
、
前
田
昭
彦
、
森
茂
信
、
小
林
信
之
、
若
山
忍
、
若
山
栄
子
、
熊
谷
順
子
、

校
生
徒
十
余
名
が
出
動
し
た
。
調
査
の
状
況
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

上
ノ
国
村
役
場
笹
浪
甲
衛
、
上
ノ
国
中
学
校
敦
諭
瀬
川
和
夫
の
各
氏
、

八



（
追
跡
、
史
跡
の
曲
立
か
な
こ
の
辺
り
は
、

八
月
六
日
（
木
）
賭

蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
推
定
さ
れ
る
状
態
で
あ
る
。

八
月
五
日

（
水
）
賭

工
藤
藤
子
の
諸
君
。

係
、
記
録
係
な
ど
の
分
担
を
決
め
る
。

上
ノ
国
八
幡
宮
の
林
に
ミ
ン
／
＼
蜘
が
嗚
き
は
じ
め
、
照
り
つ
け
て
暑
さ
き
び
し
い
が
、
追
跡
地
は
洵
を
渡
る
微
風
が
快
く
、

土
砂
は
山
と
な
っ
て
、
教
育
長
中
島
氏
や
、
写
真
係
を
担
当
す
る
布
加
氏
ま
で
そ
の
整
理
に
ス
コ
ッ
。フ
を
振
う
。

九

追
物
包
含
地
の
中
の
洞
寄
り
の
地
域
に

、
長
さ
一

〇
米
、
幅
三
米
の
区
閥
を
設
定
し
て
発
掘
に
か
A

る
。
渡
辺
は
中
学
生
を
指
森
し
て
追
跡
の
実
測
に
か
4

る
。
追
物

発
掘
作
業
は
進
行
し
、
第
一
闊
表
土
の
剥
離
か
ら
第
二
摺
、
更
に
第
一
云
間
に
及
び
、
土
器
破
片
が
し
き
り
に
出
土
す
る
。
午
後
ぃ
団
側
の
辟
』
す
れ
／
＼
に
ほ
ゞ
完
形
の
小

さ
程
苦
痛
を
感
じ
な
い
。
掘
り
上
げ
た

第
四
陪
西
隣
地
寄
り
の
地
区
か
ら
し
き
り
に
土
器
が
出
土
し
て
皆
を
緊
張
さ
せ
る
が
、
完
形
ら
し
い
も
の
は
見
当
ら
な
い
。＇旧

よ
り
の
辟
上
に
砂
礫
陪
が
現
わ
れ
る
。
昨

日
か
ら
の
平
地
住
居
趾
は
柱
穴
な
ど
と
と
も
に
完
全
に
姿
を
現
わ
し
た
の
で
実
測
図
を
と
る
。
教
育
委
且
会
の
川
合
政
義
氏

（
地
主
）
も
来
援
す
る
。
渡
辺
は
岩
木
山
麗

調
査
の
都
合
で
一
先
ず
弘
前
に
帰
る
こ
と
に
な
り
、
終
列
車
で
上
ノ
国
を
辞
す
る
。

第
四
辰
剥
離
作
業
を
継
続
す
る
。
住
居
趾
の
下
陪
に
は
土
器
が
少
な
く
、
土
器
は
専
ら
住
居
趾
と
隙
地
の
間
で
出
土
す
る
。
辿
物
は
南
寄
り
の
地
区
の
奥
に
紘
い
て
埋

三
日
か
ら
こ
の
方
、
作
業
班
の
中
学
生
は

一一一
時
に
な
る
と
、
川
合
氏
宅
の
緑
側
に
腰
を
か
け
た
り
、
そ
の
辺
の
日
蔭
に
屯
し
て
、
教
育
委
員
会
か
ら
の
。
ハ
ン
や

ア
イ
ス

キ
ャ
ン
デ
イ
を
食
べ
て
少
憩
す
る
。
中
学
生
達
は
一
日
中
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
よ
く
働
く
の
で
感
激
す
る
。
ま
た
沢
田
校
長
は
連
日
作
業
場
に
現
れ
、
熱
心
に
見
学
し

生
徒
逹
に
無
言
の
激
励
を
与
え
て
い
た
。
石
時
過
ぎ
作
業
を
終
る
。
本
日
を
以
て
今
回
の
発
掘
作
業
は
終
了
す
る
。

発
掘
埋
め
も
ど
し
作
業
を
行
う
。
粒
育
委
員
会
か
ら
人
夫
を
も
ら
い
そ
の
完
全
を
期
し
た
。
朝
か
ら
中
学
生
数
名
が
、
松
崎
宅
の
庭
の
池
に
会
し
て
土
器
水
洗
を
行
な

う
。
淡
応
海
笙
大
学
江
坂
輝
弥
氏
来
宅
し
、
大
場
ら
の
案
内
で
発
掘
地
点
を
視
寮
す
る
。
出
土
の
追
物
に
つ
い
て
滋
見
を
交
し
、
松
崎
保
管
の
逍
物
を
調
べ
て
写
真
を
撮

影
す
る
。
午
後
教
育
委
員
会
差
廻
し
の
ハ
イ
ヤ
ー
で
、
大
場
、
江
坂
氏
、
布
施
教
委
次
長
、
松
崎
は
、
夷
王
山
、

夷
王
山
史
跡
群
と
名
付
け
ら
れ
た
地
で
あ
り
、

八
月
四
日

（
火
）
防

夜
出
土
の
土
器
破
片
の
中
か
ら
数
片
を
選
ん
で
水
洗
す
る
。

型
の
深
鉢
形
土
器
一
ヶ
が
出
土
す
る
。
午
後
五
時
作
業
終
了
す
る
。

八
幡
野
を
経
て
大
崎
に
廻
り
、
追
跡
の
視
察
を
す
る
。

昭
和
三
石
年
指
定
さ
れ
て
北
洵
追
立
桧
山
自
然
公
困
と
な
っ
た
景
勝
地
で
も



本
追
跡
よ
り
出
土
し
た
追
物
は
、

須
恵
器
な
ど
が
少
数
出
土
し
て
い
る
が
、
第
三
層
及
び
第
四
陪
よ
り
は
縄
文
晩
期
の
い
わ
ゆ
る
亀
ヶ
岡
式
土
器
の
系
統
の
も
の
で
、
大
洞

B
、

第

四

章

出

土

の

遺

物

八
月
十
日
、
渡
辺
兼
閲
は
再
び
来
宅
し
、

同
一

三
日
焔
弘
す
る
ま
で
、

-
0
月
二
十
一
日
、
溺
志
郡
明
和
小
中
学
校
に
佐
藤
邦
夫
校
長
を
訪
ね
る
。
同
氏
ら
の
案
内
で
同
日
一ニ

ッ
谷
岬
に
小
只
塚
を
発
見
す
る
。
こ
こ
は
昨
年
秋
の
台
風
十
四

号
に
洗
わ
れ
て
貝
際
が
年
酪
出
し
て
白
く
な
っ
て
お
り
、

昭
和
三
六
年
二
月

一
九
日
、

上
ノ
国
追
跡
出
土
の
土
器
と
類
似
の
土
器
破
片
を
発
見
す
る
。

上
の
国
村
教
育
委
員
会
の
招
き
に
よ
り
大
場
来
村
し
、

う
。
大
場
、
松
崎
を
始
め
、
教
育
長
中
島
勉
氏
、
同
次
長
布
施
囮

一
郎
氏
、
同
委
員
会
森
兼
雄
氏
ら
が
手
伝
う
。

本
報
告
書
は
上
ノ
国
村
並
び
に
上
ノ
国
村
教
育
委
員
会
殊
に
教
育
長
中
島
勉
氏
、

び
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
箪
者
一
同
皆
様
の
御
厚
意
に
対
し
感
謝
致
し
ま
す
。

で
多
忙
を
極
め
た
が
、

土
器
、

石
器
、
装
身
具
な
ど
の
人
工
造
物
と
、
動
物
件
格
、

-
0月
に
入
っ
て
連
日
土
器
の
整
理
を
行
な
う
。

研

究

日

吉
1,110. 

あ
る
）
。
午
後
、
江
坂
氏
が
昨
年
仏
額
印
度
支
那
を
視
察
さ
れ
た
折
の
幻
燈
ス
ラ
イ
ド
を
見
学
す
る
。
こ
れ
に
は
発
掘
調
査
に
参
加
し
た
中
学
生
を
始
め
、
近
所
の
人
逹
も

集
ま
り
、
松
崎
宅
の
広
座
敷
で
興
味
深
く
観
覧
し
、
説
朋
に
耳
を
頷
け
る
。
終
つ
て
教
育
委
員
会
主
催
の
慰
労
会
が
開
か
れ
、
大
場
、
松
崎
の
ほ
か
、
江
以
氏
、
沢
村

人

一
番
の
列
車
で
大
場
並
び
に
江
坂
氏
退
村
す
る
。
松
崎
は
中
学
生
有
志
と
と
も
に
土
器
の
水
洗
と
、
調
森
の
後
か
た
づ
け
を
行
な
う
。

八
月
八
日

（
土
）
晴

本
日
も
中
学
生
有
志
が
集
ま
つ
て
土
器
の
水
洗
を
行
う
。
松
崎
は
発
掘
追
物
の
整
理
を
継
紘
す
る
3

八
月
七
日
（
金
）
睛

長
、
中
島
教
育
長
、
布
施
次
長
、
沢
田
校
長
ら
が
出
席
す
る
。

土
器
の
整
理
と
研
究
を
行
な
う
。
な
お
松
崎
は

M
-
―
日
か
ら
夏
祭
り
が
始
ま
り
、
九
月
末
ま

同
二
二

日
ま
で
松
崎
宅
に
お
い
て
辿
物
を
粘
査
し
、
報
告
書
刊
行
の
進
備
を
行
な

同
次
長
布
施
潤

一
郎
氏
の
粕
別
な
計
ら
い
と
、
熱
心
な
推
進
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
運

1
0
 

B
ー

C
、

具
殻
な
ど
の
自
然
追
物
で
あ
る
。
な
お
土
器
は
第

一
附
よ
り
擦
文
式
、

C
と
い
わ
れ
る



形
に
刻
ん
で
い
る
（
写
真
三
六
及
び
第
四
図
）
。

例

3

B
.
1
0
 

で
い
る
（
写
真
三
六
及
び
第
四
図
）
。

列
2

B
.3
 

,
‘
 

四
図
）
。
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ま
た
本
式
土
器
と
混
合
し
て
同
時
に
出
土
し
た
須
恵
器
は
、

体
下
部
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

片
叫
〇
片
の
計
五
〇
片
と
、
須
恵
器
底
部
破
片

一
ケ
、
体
部
破
片

（
写
真
一
―一
六
及
び
第

器
形
は
探
鉢
形
で
口
縁
は
水
平
を
な
し
て
い
る
。
文
様
は
口
頚
部
に

一
例
は
嵩
さ
三
〇
糎
以
上
の
甕
形

時
期
の
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
石
器
、
装
身
具
、
そ
の
他
の
追
物
は
す
べ
て
第
三
廣
ー
第
四
罰
出
土
品
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
そ
の
大
略
を
述
べ
れ
ば
つ
ぎ

本
追
跡
の
第

一
翔
出
土
の
追
物
は
擦
文
式
並
び
に
須
恵
器
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
破
片
の
み
で
あ
る
。
そ
の
数
は
擦
文
式
土
器
口
頚
部
破
片

一
〇
片
、
体
部
破

ヶ
の
計
二
片
で
、
総
計
は
万
二
片
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
土
器
破
片
に
よ
っ
て
、
本
式
土
器
の
特
徴
を

（
擦
文
式
土
器
特
徴
）

胎
土
に
砂
粒
を
含
み
、
焼
成
温
度
高
く
茶
褐
色
を
な
す
。
厚
さ
は
比
較
的
絣
＜
碩
い
。
形
態
は
深
鉢
形
、
浅
鉢
形
が
見
ら
れ
る
。
深
鉢
形
土
器

は
口
頚
部
が
強
く
外
反
し
た
形
態
の
も
の
が
多
い
。
口
緑
は
水
平
口
縁
で
底
は
平
底
で
あ
る
。
大
い
さ
は
大
小
あ
る
が
、
大
な
る
も
の
で
は
高
さ
一―

;o糎
位
の
も
の
が
あ

る
。
文
様
は
器
面
全
体
に
蟄
調
痕
様
の
擦
痕
が
見
ら
れ
る
ほ
か
に
、
目
頚
部
並
び
に
そ
の
附
近
に
の
み
、
刻
線
及
び
短
刻
線
を
並
行
し
て
数
条
印
刻
さ
れ
る
刻
線
文
が
見

ら
れ
る
。
本
追
跡
出
土
の
擦
文
式
土
器
を
本
道
北
部
地
帯
に
見
ら
れ
る
擦
文
式
土
器
に
比
較
し
て
の
差
異
は
、
文
様
が
単
純
で
、

土
器
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
文
様
は
体
部
に
斜
の
条
線
を
粗
雑
に
刻
ん
で
い
る
。
ま
た

一
例
は
小
型
甕
形
ま
た
は
＇
血
形
土
器
の
底
部
で
あ
る

。
文
様
ら
し
い
も
の
が
な

い
が
、
標
識
様
の
一
ヶ
の
瘤
状
の
突
起
が
脚
部
に
認
め
ら
れ
る
。
底
は
揚
底
で
あ
る
。

口
頚
部
破
片
、

囮
条
の
刻
線
を
現
し
て
お
り
、

高
さ
推
定
三
〇
糎
、

そ
の
殆
ん
ど
が
口
頚
部
に
施
文
さ
れ
、

い
ず
れ
も
破
片
で
あ
る
が
、
焼
成
湿
疫
裔
く
、
灰
色
を
な
し
て
い
る
。

ロ
径
推
定
二
五
糎
、
厚
さ

O
・八
ー

一
糎
゜

そ
れ
よ
り
頚
部
に
か
け
て

三
条
の
斜
行
の
短
刻
線
を
山
形
に
刻
ん
で
い
る
。
地
文
的
に
体
部
全
面
に
擦
痕
が
見
ら
れ
る

ロ
頚
部
破
片
、
高
さ
推
定
二
〇
糎
。
器
形
は
深
鉢
形
で
水
平
口
縁
を
な
す
。
文
様
は
口
頚
部
に
刻
線
を
四
条
哀
ら
し
、
斜
行
の
短
刻
線
を
山
形
に
刻
ん

ロ
頚
部
破
片
、
高
さ
推
定

一
0
糎
。
器
形
は
浅
鉢
形
ま
た
は
渦
杯
形
と
考
え
ら
れ
る
。
水
平
口
緑
を
な
し
、
文
様
は
口
頚
部
に

二
条
の
短
刻
線
を
山

の
如
く
で
あ
る
。

I

第

層

出

土

品
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第 5図 住 居 追 楷
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（許） 床面は+2.92111. 柱穴 (o)l= -9cm. 2= -12cm. 

6=-24cm. 7=-20cm. 8=-24cm. 9=-14cm. 

3= -28cm. 

10= -Scro. 

4= -10C1D. 5= -Hem. 

第

一

節

土

器

圃

第
三
層
ー
第
四
層
出
土
品

土
し
た
擦
文
土
器
文
化
期
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

擦
文
，
父
化
期
と
決
定
し
う
る
関
連
ぱ
見
だ
せ
な
い
。
従

上
述
の
如
く
住
居
の
枇
造
、
位
懺
な
ど
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
本
住
居
の
構
築
さ
れ
た
年
代
は
、

つ
て
本
住
居
趾
は
擦
文
文
化
期
乃
至
そ
れ
以
降
に
枇
築
さ
れ
た
平
地
住
居
趾
と
考
え
ら
れ
る
（
第
五
図
）
。

第
一
層
か
ら
出

高
さ
は
現
汀
線
よ
り
十

一
i•
九
二
米
で
あ
る

。

辿
物
は
本
住
居
と
関
迎
し
た
確
実
な
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

多
く
、
深
さ
は
八
糎
ー
ニ
八
糎
前
後
で
あ
る
。
円
形
の
輪
邪
の
内
部
の
辺
緑
に
治
つ
て
比
較
的
整
然
と
柱
穴
が
排
列
さ

れ
て
い
る
が
、
内
部
に
も
見
ら
れ
る
。
発
見
さ
れ
た
柱
穴
は
比
較
的
小
で
、

床
上
に
は
焼
土
と
無
数
の
木
炭
末
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
床
面
の

直
径
―

Q
糎
前
後
の
円
形
の
も
の
が

〇
糎
の
粘
土
で
固
め
ら
れ
て
お
り
固
い
。

形
態
は
直
径
推
定
四

・
八
査
米
前
後
で
円
形
に
近
い
。

竪
穴
的
な
岐
は
有
し
て
い
な
い
。

床
上
は
厚
さ
六
ー

須
恵
器
、
底
部
破
片
、
阿
さ

0
・三
糎
゜

で
あ
る
。
焼
成
温
度
高
く
、
硬
度
も
高
く
、
肝
さ
は
蔀
い
。
帷
戦
を
以
て
整
形
さ
れ
、

文
様
は
見
ら
れ
な
い
が
、
脚
部
に
一
ヶ
の
突
荊
が
見
ら
れ
る
（
写
真
一
―
―
六
及
び
第
四
図
）。

須
恵
器
、

頚
胴
部
破
片
、

れ
る
。
焼
成
温
度
裔
く
、
砥
度
も
高
く
、
厄
さ
は
菊
く
な
い
。
文
様
は
体
部
に
条
線
文
を
斜
に
並
行
し
て
粗
雑
に

第
一
層
上
の
住
居
遺
糀

第
一
罰
剥
離
作
業
中
に
区
画
内
に
住
居
追
糀
の

一
部
が
発
見
さ
れ
た
。

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

器
形
は
甕
形
ま
た
は
壷
形
と
思
わ
れ
る
。
底
は
揚
底

閻
さ
推
定
―

li
O
糎
、
厚
さ

O
・
八
ー
一
糎
゜

そ
の
全
貌
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

つ
ぎ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

＂＂＂ 

施
文
さ
れ
て
い
る
（
万
真
三
六
及
び
第
四
図
）
。
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土
地
の
都
合
で
、
こ
れ
を
拡
大
追
究
す

器
形
は
甕
形
と
思
わ

底
は
糸
切
り
底
で
あ
る
。

例
4

B

.
1
2
 



第
三
層
ー
第
四
層
出
土
の
土
器
は
縄
文
晩
期
の
土
器
の
み
で
、

本
辿
跡
出
土
の
土
器
は
上
述
の
大
洞

B
、

形

（
破
片
）
四

ニ
ケ
、
浅
鉢
形
（
や
や
完
形
叫
ケ
、

（
第
一
類
土
器
特
徴
）

第

一

類

土

器

第
六
図
ー
第
一
九
図
に
示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

Bー

C
、破

片
二
九
ケ
）

三一ニ

ケ
、

第 1表

出 土 品 1番外 1合 計

復原したもの Inl zl 13 
口頸部 243 5 248 

破片 胴部 30 30 

底部 54 54 

ムロ 計 I3381 71 345 
（註）番外は隣接地より採集したもの

第 2表

観察土器の数

各頬土器の出現頻度

型式 1第一類1第二類1第三類1,第四類l合計 I 
深鉢形 138 26 53 42 259 

洩鉢形 12 7 18 33 70 

IIIL 形 1 1 2 

壷形 1 4 

,;'I1 喜soI 3尉45 
注口形

合計 1521 371 

（註） （ ）内の土器は隣接地より採集した
番外品、深鉢形と浅鉢形は区分できな
いものもある。

い
特
徴
の
も
の
に
含
め
て
い
る
。

い
る
こ
と
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
。

浅
鉢
形
（
や
や
完
形
一
ヶ

、
破
片

―一

ヶ
）

形

（
破
片
）
七
ケ
、
壷
形
（
破
片
）
四
ヶ
の
計
三
七
ケ
で
あ
る
。
第
三
類
土
器
は
深

鉢
形

（
や
や
完
形
一
ヶ
、
破
片
万

ニ
ヶ
）
互
三
ヶ
、
浅
鉢
形
（
破
片
）

形
（
不
完
形

一
ヶ
、
破
片
四
ヶ
）
五
ヶ
の
計
七
六
ケ
で
あ
る
。
第
四
類
土
器
は
深
鉢

皿
形
（
破
片
）

一
ヶ
‘
壷
形

（
や
や
完
形

一
ヶ
、
破
片
ニ
ヶ）

一i
一ヶ
、
注
口
形
（
破
片
）

一
ヶ
の
計
八

0
ヶ
で
あ
る
（
第
二
表
参
照
）
。
各
類
土
器
に
つ
い
て
詳
述
す
れ
ば
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。
な
お
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
写
衷
一
究
ー
―
――
祝
に
示
し
、
拓
本
も

一
ヶ
の
計

一
五
ニ
ヶ
で
あ
る
。

八
ヶ
ヽ

- •s; 、'!IIし

第
二
類
土
器
は
深
鉢
形
（
破
片
）
二

六
ケ
、

浅
鉢

-
i
i

ヶ
‘
皿
形

一
ヶ‘

壷
形

（
破
片
）

現
頻
度
は
第

一
類
土
器
は
深
鉢
形

（
や
や
完
形
一ニ

ケ
、
破
片

i
i
H
几ケ
）

一
三
八
ヶ

‘

亀
ケ
岡
式
土
器
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
理
学
部
人
類
学
教
室
山
内
消
男
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
大
洞

B
、

そ
の
他
の
も
の
は
混
在
し
て
い
な
い
。
土
器
は
い
わ
ゆ
る
亀
ヶ
岡
式
土
器
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

B
_

C
、

C
1
、

C
2
、

A
、
A
の
六
型
式
に
細
分
さ
れ
て

C
1
式
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
が
、

そ
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
が
、
本
型
式
の
範
的
に
入
ら
な
い
種
類
の
土
器

も
こ
れ
と
併
存
し
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
の
土
器
に
つ
い
て
の
暦
位
関
係
に
つ
い
て
は
、
追
憾
な
が
ら
本
辿
跡
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
仮
に
主

体
文
様
を
基
礎
に
し
て
第

一
類
、
第
二
類
、
第
一二
類
、
第
四
類
の
四
種
に
分
類
し
て
記
述
す
る
。
な
お
厳
然
と
各
類
に
分
類
し
難
い
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
よ
り
近

一
三
四

0
ヶ
で
あ
る
が

、こ

れ
ら
の
う
ち
賓
料
と
し
て
観
察
し
た
も
の
は

、復
原
し
え

た
も
の

一
三

ヶ‘

口
頚
部
破
片

二
四
八
ヶ
、
胴
部
破
片
一―
1
0
ヶ
、
底
部
破
片
石
四
ヶ

の
合
計
三
四
万
個
体
で
あ
る
（
第
一
表
参
照
）
。
ま
た
こ
れ
ら
の
資
料
の
各
類
土
器
の
出

出
土
の
土
器
の
数
は
、
復
原
し
え
た
も
の
一
三
ヶ 四

（
番
外
—iヶ
を
含
む
）

、

破
片
約



例

7

~
に
は

一
ー
ケ
一
組
の
小
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。

文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
見
ら
れ
る

。

そ
の
他
で
は
口
頚
部
に

二
列
の
爪
型
文
が
撒
然
と
見
ら
れ
る
（
第
七
図
）。

番
外

1

や
や
完
形
、
深
鉢
形
、
高
さ

二
四
・七
糎
、

起
一ニ

ケ
が
一
組

（
一
ヶ
は
大
で

ニ
ヶ
は
小
）
と
な
っ
て
、

脚
部
附
近
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
口
頚
部
に
は
比
較
的
整
然
と

二
列
の
爪
型
文
が
並
列
し
て
い
る
。
な
お
加
文
の
際
に
突
上
げ
た
部
分
が
浮
文
様
に
見
え
る

及
び
第
八
図
）
。

縄
文
が
見
ら
れ
、

て
附
さ
れ
、

ロ
径
二
七
・
石
糎
、
底
径
八
糎
、
厚
さ

一
糎
。
器
形
は
口
径
の
大
き
い
深
鉢
形
で
、
口
緑
上
に
は
山
形
突

六
ー
七
ヶ
所
に
相
対
し
て
見
ら
れ
る
。
底
ぱ
揚
底
で
あ
る
。
文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
見
ら
れ
る
が
、

ロ
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、
高
さ
推
定
二
〇
糎、

ロ
径
推
定
二

0
糎
、
厚
さ

0
・]-;:;
糎
。
口
緑
上
の
所
入
に
小
突
起
が
見
ら
れ
る
。

口
頚
部
に
は

二
列
の
爪
型
文
が
認
め
ら
れ
る
（
第
九
図
）
。

口
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、
高
さ
推
定

一
五
糎
、

ロ
頚
部
に
は

三
列
の
爪
型
文
が
見
ら
れ
る
（
第
九
図
）
。

A
.2
4
9
 

列
6

A
.1
4
 

'ー

二
九

ロ
頚
部
に
は

一
列
の
瓜
型
文
が
見
ら
れ
る
（
第
九

ロ
径
推
定

一
宜
糎
。
口
緑
上
に

三
ヶ

一
組
の
小
突
起
が
見
ら
れ
る
。

ロ
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、
水
平
口
緑
上
に
刻
目
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
斜
行
縄
文
の
地
文
と
、

文
様
は
斜
行
縄
文
が
地
文
と
し

例

5

A
.8
 

文
様
は
地
文
の
斜
行

（
写
真
一
七

例
4

例
3

A
.15 
や
や
完
形
、
深
鉢
形
、高
さ

一
O
・五
糎
、
口
径

一
0
・
ニ
糎
、底
径
一二
糎
、
厚
さ

O
・li一糎
。
器
形
は
底
径
の
小
さ
い
深
鉢
形
で
、
揚
底
で
あ
る
。
口
緑
上

（写
真

一
五
及
び
第
六
図
）
。

丸
底
に
近
い
。
文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
見
ら
れ
る
。

そ
の
他
は
口
頚
部
に
わ
ず
か
の
爪
型
文
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
口
緑
上
に
は
全
緑
に
刻
目
が
見
ら
れ
る
。

列
2

A
.5
 

'
ー

し
て
い
る
（
写
真
一
五
及
び
第
六
図
）
。

例

1

A
.2
 

器
形
は
深
鉢
形
、
浅
鉢
形
、
壷
形
が
見
ら
れ
る
。
口
緑
は
水
平
口
緑
の
も
の
、
水
平
口
緑
上
を
規
則
的
に
押
刻
し
て
刻
目
を
施
し
て
い
る
も
の
、

突
起
を

ニ
ー
i

―一ヶ

一
組
で
数
ヶ
所
に
対
称
的
に
施
し
て
い
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
底
は
大
多
数
は
揚
底
で
あ
る
が
、
稀
に
は
丸
底
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
浅
鉢
形
で

は
台
付
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
器
形
の
出
現
頻
度
は
深
鉢
形
が
非
常
に
多
い
。
文
様
は
地
文
と
し
て
比
較
的
繊
細
な
斜
行
羅
文
が
全
面
に
附
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
ほ
か

に
主
と
し
て
口
頚
部
附
近
に
竹
管
様
用
具
を
押
刻
し
て
つ
く
っ
た
爪
型
文
を

一
ー
数
列
平
行
し
て
環
状
に
賂
然
と
附
さ
れ
、
こ
れ
が
主
体
文
様
を
な
し
て
い
る
。
な
お
爪

型
文
は
底
部
に
も
一
ー
数
列
平
行
し
て
附
さ
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
爪
型
文
の
形
態
に
は
細
身
の
も
の
、
半
月
形
の
も
の
、
栴
円
形
の
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
、

文
に
よ
っ
て
器
面
が
浮
文
様
に
隆
起
し
て

い
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
な
お
小
型
の
土
器
で
は
地
文
だ
け
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。

形
で
、

や
や
完
形
、
深
鉢
形
、
高
さ

一
五
糎
、
ロ
径
一

三
・
五
糎
、
底
径
六

・
ニ
糎
、
原
さ

o
-;.;:;|
0
．七
糎
。
器
形
は
口
径
と
底
径
の
長
さ
の
弟
が
な
い
深
鉢

ロ
縁
は
水
乎
を
な
し
て
い
る
。
底
は
揚
底
で
あ
る
。
文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
。
口
類
部
に
は
整
然
と
並
行
し
た
三
列
の
爪
型
文
を
哀

や
や
完
形
、
深
鉢
形
、
高
さ

一
七
・
三
糎、

ロ
縁
上
に
山
形
の
小

ま
た
施

ロ
径

―一

糎
、
底
径
八
糎
、
厚
さ

O
・¥f::
糎
。
器
形
は
筒
形
に
近
い
深
鉢
形
で
口
緑
は
水
平
で
あ
る
。
底
は
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ヽ

（
訂
正
）

例

14

ロ
緑
は
水
平
で
あ
る
。

例

13
1
2
 

ー

夕ヽー 例
11

A

.
4
 

例

10

例
，

図）。

A
'
1
5
7
 

A

.
1
2
1
 

る
（
第
一
〇
図
）
。

や
や
完
形
、
浅
鉢
形
、
高
さ
一
七

・五
糎
、

起
上
に
刻
目
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
口
頚
部
に
は

二
列
の
爪
型
文
を
環
し
て
い
る
。
な
お
底
部
に
も
二
列
の
爪
型

文
が
見
ら
れ
る
（
乍
忠
界
一
六
及
び
第
六
図
）
。

A

.
1
8
7
 

斜
行
縄
文
が
器
の
全
面
に
見
ら
れ
る
。
本
例
は
地
文
だ
け
の
例
で
あ
る
（
第
七
I
i
i
)

。

•

A

.
1
8
8
 

A

.
3
4
0
 

口
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、
水
平
口
緑
を
な
す
。
文
様
は
地
文
の
斜
行
縄
文
と
口
頚
部
に
は
三
列
の
爪
製
文
が
見
ら
れ
る
（
第
一

〇
図）。

ロ
頻
部
破
片
、
探
鉢
形
、

や
や
完
形
、
浅
鉢
形
、
高
さ
五

・石
糎
、

や
や
完
形
、

や
や
完
形
、

第

二

類

土

器

皿
形
、

ロ
縁
上
に

ニ
ヶ
一
組
の
山
形
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
斜
行
縄
文
の
地
文
と
、
頚
部
に
は

二
列
の
爪
型
文
が
見
ら
れ

高
さ
四

・七
糎
、

皿
形
、
高
さ

二
糎
、

ロ
径
一
―

-
0糎
、
厚
さ

0
・
七
糎
。
器
形
は
台
付
の
浅
鉢
形
を
な
し
、

ロ
縁
は
水
平
を
な
す
が
、
ロ
緑
上
に
は

ロ
緑
の
所
K

に
小
突
起
が
見
ら
れ
、
突

ロ
径
□

四
糎
、
形
さ

0
．五
糎
。
器
形
は
浅
鉢
形
、
丸
底
で
あ
る
。
口
緑
は
水
平
で
、
文
様
は
地
文
と
し
て

口
径
一
七

・八
糎
、
厚
さ

0
．
五
糎
。
器
形
は
皿
形
、
丸
底
で
あ
る
。

刻
日
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
口
頚
部
に
は
三
列
の
爪
型
文
を
盤
然
と
衷
し
て
い
る
（
第
七
図
）
。

ロ
径
九

・八
糎
、
底
径
七
糎
、
厚
さ

0
.-――ー
0
．五
糎
。
器
形
は
皿
形
、
揚
底
で
あ
る
。

文
様
は
地
文
の
斜
行
縄
文
だ
け
が
器
の
全
面
に
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
七
図
。
）

本
類
の
資
料
に
つ
い
て
、
箪
者
ら
が
先
に
報
告
し
た
「
桧
山
南
部
の
追
跡
」

型
式
不
明
で
前
期
の
土
器
と
思
わ
れ
る
と
記
載
し
た
が
、
今
回
の
調
査
で
、

（
昭
和
＝バ）
年
七
月
）
の
第
一

0
頁
の
本
文
と
、
第
一

―
頁
の
第
―
二
図
に
、

晩
期
の
土
器
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
前
文
を
こ
こ
で
訂
正
す
る
。

（
第
二
類
土
器
特
徴
）

器
形
は
深
鉢
形
、
浅
鉢
形
、
池
形
が
見
ら
れ
る
。
口
緑
は
水
平
口
緑
の
も
の
、
水
平
口
緑
上
に
規
則
的
な
押
圧
に
よ
る
刻
目
を
有
す
る
も
の
、

ロ
緑
上
に

山
形
の
小
突

起
を
有
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
底
は
大
多
数
は
揚
底
で
あ
る
。
器
形
の
出
現
頻
度
は
深
鉢
形
が
多
い
。
文
様
は
地
文
と
し
て
比
校
的
紘
細
な
斜
行
ま
た
は
縦
行
の
縄
文

が
全
面
に
附
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、
体
下
部
殊
に
脚
部
附
近
は
省
略
さ
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
主
と
し
て
口
頚
部
附
近
に
爪
型
文
を

一
ー
数
列
平
行
し

て
現
状
に
附
さ
れ
、
更
に
爪
型
文
の
上
下
に
刻
線
を
一
ー
数
条
衷
ら
し
て
お
り
、
爪
型
文
と
刻
線
文

（直
線
文
）
が
主
体
文
様
を
な
し
て
い
る
。
爪
型
文
の
形
態
は
爪
型
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例
1

A
.l
 

れ
る
。
な
お
本
類
土
器
に
は
朱
塗
の
土
器
も
見
ら
れ
る
。

例
6

A

.
5
6
 

文
が
配
合
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
一
―
図
。
）

例

5

文
の
中
に
囲
ま
れ
て
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
一
―
図
）
。

例
4

が
交
互
に
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
一
―
図
）
。

例
3

文
が
交
互
に
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
一
―
図
）
。

例
2
例
1

の
も
の
と
、
刻
点
様
に
変
化
し
た
も
の
と
が
相
半
ば
し
て
い
る
。

A

.
2
1
8
 

る
。
口
頚
部
に
は

二
列
の
爪
型
文
と
、

A

.
1
5
0
 

A

.
2
0
5
 

A

.
1
7
3
 

A

.
1
5
1
 

口
頚
胴
部
破
片
、
深
鉢
形
、

ロ
緑
上
に
は
刻
目
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
と
し
て
縦
行
に
近
い
縄
文
が
見
ら
れ

そ
の
直
下
に
三
条
の
刻
線
文
が
見
ら
れ
る
。
爪
型
文
と
刻
線
文
が
分
離
し
て
施
文
さ
れ
た
例
で
あ
る
（
第
一
―
図
）
。

ロ
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、

口
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、

ロ
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、

口
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、

第

三

類

土

器

（
第
三
類
土
器
特
徴
）

ロ
縁
は
水
平
口
縁
を
な
す
が
、

ロ
縁
は
水
平
口
縁
を
な
す
。
文
様
は
斜
行
縄
文
が
地
文
と
し
て
附
さ
れ
、

ロ
緑
は
水
乎
口
縁
を
な
す
。
文
様
は
斜
行
縄
文
が
地
文
と
し
て
附
さ
れ
、

ロ
縁
は
水
平
口
緑
を
な
す
。
文
様
は
斜
行
縄
文
が
地
文
と
し
て
附
さ
れ
、

ロ
縁
は
水
平
口
緑
を
な
す
。
文
様
は
斜
行
縄
文
が
地
文
と
し
て
附
さ
れ
、

頚
胴
部
破
片
、
深
鉢
形
、
文
様
は
斜
行
縄
文
の
地
文
と
、

や
や
完
形
、
深
鉢
形
、
裔
さ
二

O
・八
糎
、

口
頚
部
に
は

二
列
の
爪
型
文
と
、

二
条
の
刻
線

ロ
頚
部
に
は
四
列
の
爪
型
文
と
四
条
の
刻
線
文

ロ
頚
部
に
は

二
列
の
爪
型
文
が
、
六
条
の
刻
線

口
頚
部
に
は
叫
列
の
爪
梨
文
と
、

三
条
の
刻
線

ロ
頚
部
に
は
四
列
の
爪
製
文
と
五
条
の
刻
線
文
が
配
合
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
一
―
図
）
。

器
形
は
深
鉢
形
、
浅
鉢
形
、
壷
形
が
見
ら
れ
る
。
口
緑
は
水
平
口
縁
の
も
の
、
水
平
口
縁
上
に
規
則
的
な
刻

Fl
を
有
す
る
も
の
、

ロ
緑
上
に
山
形
の
小
突
起
を
有
す
る

も
の
（
ニ
ー
三
ヶ
一
組
で
数
ヶ
所
に
相
対
的
に
附
さ
れ
る
も
の
が
多
い
）
な
ど
が
あ
る
。
底
は
大
多
数
は
揚
底
で
あ
る
。
器
形
の
出
現
頻
度
は
深
鉢
形
が
多
い
が
、
浅
鉢

形
も
次
第
に
数
を
増
し
て
お
り
、
器
は

一
般
に
中
型
ー
小
型
に
な
る
。
文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
全
面
に
附
さ
れ
る
も
の
が
多
い
が
、

口
頚
部
文
様
帯
の
中
は
磨

消
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
主
と
し
て
口
頚
部
附
近
に
爪
型
文
と
直
線
文
並
び
に
短
刻
線
文
が
見
ら
れ
る
。
知
刻
線
文
は
直
線
と
曲
線
を
交
叉
し
た
、

三

し‘

わ
ゆ
る
三
叉
状
入
組
文
及
び
羊
仙
状
文
が
組
合
っ
て
変
化
を
見
せ
、
本
類
の
主
体
文
様
を
な
し
て
い
る
。
ま
た
祉
形
土
器
で
は
こ
れ
ら
の
文
様
の
ほ
か
に
貼
付
文
も
見
ら

ロ
径
ニ

―
•

五
糎
、
底
径
六

・

五
糎
、
厚
さ
い
・

五
糎
。

器
形
は
底
径
の
小
さ
い
深
鉢
形
で
口
縁
に
は
ニ
ヶ
一
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例
12

例
11

A

.
5
4
 

例

10

組
の
小
突
起
が
数
ヶ
所
に
対
称
的
に
見
ら
れ
る
。突
起
の
上
に
は
刻
目
が
認
め
ら
れ
る
。底
は
揚
底
で
あ
る
。文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
。
口
頚
部

に
は
曲
線
と
直
線
の
短
刻
線
で
表
現
し
た

一
種
の
羊
歯
状
文
が
見
ら
れ
、

ロ
頚
胴
部
破
片
、
深
鉢
形
、
高
さ
推
定
二
0
糎
、
口
径
推
定
一
パ）
糎
、
厚
さ

U
..h
糎
゜

地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
。
口
頚
部
に
は
曲
線
と
直
線
の
短
刻
線
で
表
現
し
た

一
種
の
三
叉
文
が
見
ら
れ
、

爪
型
文
を
混
じ
た

一
種
の
羊
梢
状
文
に
近
い
も
の
が
見
ら
れ
、

施
文
さ
れ
て
い
る
が
、

に
は
爪
型
文
が

一
列
と
直
線
文
が

二
条
施
文
さ
れ
て
い
る
が
、

る
。
本
例
も
前
例
と
同
様
に
第
二
類
と
第
三
類
の
過
渡
的
な
存
在
を
示
し
て
い
る
（
第
一
五
図
）
。

A

.
2
0
7
 

る
（
第
一
五
図
）
。

A

.
2
1
2
 

配
合
し
て
多
彩
で
あ
る
（
第
一
五
図
）
。

A

.
2
1
3
 

A

.
2
0
4
 

例
の
文
様
帯
は
次
例

(
A

.
2
0
3
)

と
と
も
に
、
弛
形
土
器
の
口
穎
部
の
文
様
帯
で
あ
る
よ
う
に
推
寮
さ
れ
る
（
第
一

五
図）
。

A

.
2
0
3
 

A

.
2
0
2
 

例

9

つ
く
ら
れ
た

一
種
の
羊
歯
状
文
が
見
ら
れ
る
（
第
一
五
図
）
。

例
8

例
7

例
6

例
5

A

.
2
1
 

ニ
類
と
第
三
類
の
過
渡
的
な
文
様
を
示
し
て
い
る
（
第
―

二
図）。

っu

,＂リ夕．
 

番
外

3

ロ
頚
胴
部
破
片
、
深
鉢
形
、

上
部
の
直
線
文
が
次
第
に
曲
線
化
し
、

口
頚
部
破
片
、
深
鉢
形
、

口
頚
部
破
片
、

ロ
頚
部
破
片
、

ロ
頚
部
破
片
、

ロ
頚
部
破
片
、

ロ
頚
部
破
片
、

そ
の
上
下
に
各

一
条
の
刻
線
文
と
各

一
列
の
爪
嬰
文
が
見
ら
れ
る
（
写
真
一
九
及
び
第
―

二
図）
。

ロ
縁
上
に
は
小
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
糎
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
。
口
頚
部
に
は
短
刻
線
と

そ
の
下
に
面
線
文
が

一
条
見
ら
れ
る
。
日
頚
部
に
は

二
条
の
而
線
文
を
囲
ん
で
上
下
に

二
列
の
爪
型
文
が

ま
た
爪
型
文
も
曲
線
と
交
叉
し
て
次
第
に

一
種
羊
歯
状
，
父
に
変
化
す
る
様
態
を
示
し
て
い
る
。
本
例
は
第

ロ
径
推
定

一
四
糎
。
口
緑
上
に
小
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。

ロ
緑
上
に
は
一

一ヶ

一
組
の
小
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は

そ
れ
を
囲
ん
で
上
に

一
列
、
下
に

二
列
の

ロ
緑
上
に
山
形
の
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
の
ほ
か
に
、
爪
型
文
と
知
直
線
文
を
配
合
し
た

一
種
の

三
叉
文
を
な
し
て
い

ロ
緑
上
に
山
形
の
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
の
ほ
か
に
、
爪
型
文
と
伯
線
文
、
短
曲
線
文
で
つ
く
っ
た
羊
餡
状
文
な
ど
を

ロ
縁
上
に
刻

H
が
あ
っ
て
起
伏
が
見
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
の
ほ
か
に
数
条
の
直
線
文
と
、
短
曲
線
文
と
爪
梨
文
の
交
叉
に
よ
っ
て

ロ
頚
部
破
片
、
水
平
口
縁
を
な
す
。
文
様
は
爪
型
文
の
変
化
し
た
刻
点
文
と
此
線
文
、
短
疸
線
を
以
て

つ
く
る
羽
状
文
を
巧
に
排
列
し
て
い
る
。
本

ロ
緑
上
に
小
突
起
を
有
す
る
。
文
様
ぱ
前
例
(
A

.
2
0
4
)

と
殆
ん
ど
同
様
で
、
刻
点
文
、
直
線
文
、
短
直
線
文
か
ら
な
る
（
第
一
五
図
）
。

ロ
縁
は
水
平
で
あ
る
。
文
様
は
地
文
の
ほ
か
に
、
短
直
線
の
羽
状
文
を
口
頚
部
に
囲
統
し
て
い
る
（
第
一

五
図）
。

口
類
部
破
片
、
水
平
口
縁
を
な
す
。
文
様
は
爪
型
文
、
伯
線
文
、
短
仙
線
文
を
排
列
し
た

一
種
の
三
叉
文
に
近
い
。
本
例
も
祉
形
土
器
の
口
頚
部
文

爪
型
文
が
見
ら
れ
る
（
第
一
四
図
）
。

2
 

Juリ夕
＇ 

A

.
7
 

爪
型
文
と
直
線
文
は
交
叉
し
て
次
第
に
曲
線
文
と
な
り

ご
他
の
羊
悩
状
文
に
近
い
も
の
に
な
っ
て
い

文
様
は
地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
全
面
に
見
ら
れ
る
。
口
頚
部

q

ー
＼

ご
J



例

2
例

1

囲
ん
で
上
に
二
条
、 や
や
完
形
、
壷
形
、
高
さ
推
定
二
八
糎
、
口
径

―

-i・八
糎
、
頚
部
長
さ
じ

・
冗
糎
、
腹
径
三
一

糎
、
厚
さ

0
・四
ー

0
．
七
糎
。
口
縁
は
水
平
を
な
す
。

文
様
は
口
頚
部
と
体
部
に
分
れ
、
体
部
に
は
全
面
に
斜
行
縄
文
が
地
文
と
し
て
附
さ
れ
て
い
る
。
口
頚
部
に
ほ
知
仙
線
で
構
成
す
る
一
種
の

三
叉
文
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を

下
に
一
一
一
条
の
直
線
文
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
類
部
に
直
径

―
|
-
．
一□

糎
の
円
形
の
貼
附
文
が
九
ヶ
所
に
見
ら
れ
る
（
万
衷
二

0
及
び
第
二
二
図
）
。

A
.211 

A
.250 口

頚
部
破
片
、
虚
形
、

も
見
ら
れ
る
。
な
お
本
例
は
い
わ
ゆ
る
朱
塗
土
器
で
器
面
に
朱
が
認
め
ら
れ
る
（
年
真
三
五
及
び
約
一
五
図
）
。

胴
部
破
片
、
本
例
は
小
破
片
の
み
で
あ
る
が
、
器
面
に
朱
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
朱
涼
土
器
で
あ
る
（
写
真
一
＿
一
五
）
。

口
頚
胴
部
破
片
、
壷
形
、
口
緑
は
水
平
で
あ
る
。
文
様
は
口
頚
部
と
体
部
が
界
り
、
体
部
に
は
斜
行
縄
文
が
見
ら
れ
る
。
口
頸
部
に
は

二
列
の
爪
型

文
と
i

一条
の
直
線
文
と
短
曲
線
文
が
配
合
し
て
見
ら
れ
る
（
第
一
五
図
）
。

第

四

類

土

器

（
第
四
類
土
器
特
徴
）

器
形
は
深
鉢
形
、
浅
鉢
形
、

小
突
起
を
有
す
る
も
の
な
ど
が
あ
る
。
底
は
揚
底
が
多
い
が
、
浅
鉢
形
で
は
丸
底
、
平
底
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
器
形
の
出
視
頻
度
は
深
鉢
形
と
浅
鉢
形
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ

り
、
壷
形
の
ほ
か
に
皿
形
、
注
口
形
も
見
ら
れ
る
。
器
は
一
般
に
中
型
ー
小
型
の
も
の
が
多
い
。
文
様
は
第
一
、
第
二
、
第
三
類
に
見
ら
れ
た
地
文
の
斜
行
縄
文
は
殆
ん

ど
な
い
。
主
体
文
様
は
直
線
と
曲
線
の
交
叉
に
よ
っ
て
糀
成
さ
れ
る
も
の
と
、
こ
れ
ら
に
爪
型
文
の
変
化
と
見
ら
れ
る
刻
点
文
を
配
合
し
、
更
に
こ
れ
に
磨
梢
手
法
に
よ

る
浅
い
浮
彫
的
手
法
の
文
様
を
配
し
た
も
の
に
よ
っ
て
栴
成
さ
れ
て
い
る
。
文
様
は
口
頚
部
の
み
の
も
の
も
見
ら
れ
る
が
す
く
な
く
、
口
頻
部
の
み
な
ら
ず
、
体
部
の
全

面
に
施
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
底
面
に
も
爪
型
文

（
刻
点
文
）
が
施
文
さ
れ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
な
お
少
数
で
あ
る
が
爪
型
文
が
単
独
で
口
類
部
に
見
ら
れ

る
も
の

（
第
二
類
の
爪
型
文
施
文
と
同
じ
）
、口
縁
上
に
刻
目
だ
け
を
施
し
た
も
の
、
全
く
無
文
の
も
の
な
ど
も
見
ら
れ
る
。

よ
っ
て
棉
成
さ
れ
、

例

16

A
.281 

A
.210 

例

14

A
.6
 

ロ
径
五
糎
、
豚
さ

O
・J-;:;
糎、

•L 
――
j
 

ロ
緑
は
水
平
を
な
す
。
文
様
ぱ
頚
部
に
渦
状
の
曲
線
文
が
認
め
ら
れ
る
。

冊
形
、
壷
形
、
注
口
形
が
見
ら
れ
る
。
口
縁
は
水
平
口
緑
の
も
の
、
水
平
口
緑
上
に
規
則
的
な
刻
日
を
有
す
る
も
の
、

胴
部
破
片
、
深
鉢
形
、
揚
底
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
直
線
文
と
爪
型
文
の
変
化
し
た
刻
点
文
及
び
山
形
に
表
現
さ
れ
た
曲
線
文
の
巧
み
な
配
合
に

口
頚
部
の
み
な
ら
ず
脚
部
ま
で
の
全
器
面
に
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第

一
九
図
）
。

ロ
緑
上
に
山
形
の

ロ
頚
胴
部
破
片
、
小
型
深
鉢
形
、
水
平
口
緑
と
推
察
さ
れ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
爪
塑
文
の
変
化
し
た
刻
点
文
の
連
紬
し
た
連
点
文
と
曲
線
文

例

15

ま
た
類
部
に
貼
附
文

例

13

A
.3
 

様
帯
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
第
一
五
図
）
。
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第 17図 第3-4附出土第四類土器2



第 18屈 第 3-4陪出土第四類土器3



第 19図 第3-4層出土第四類土器4



て
前
文
を
訂
正
す
る
。

図
に
、
野
幌
式
土
器
と
し
て
記
載
し
た
が
、

こ
こ
に
晩
期
の
土
器
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に

し

（
訂
正
）

7
 

,＇:
 

ダヽー
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
文
様
は
口
頚
部
か
ら
体
部
の
全
面
に
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
一
八
図
）
。

A

.
1
3
3
 

A

.
2
0
9
 

の
で
、
本
例
で
は
三
列
の
爪
型
文
、
三
条
の
直
線
文
、
三
列
の
爪
型
文
が
順
に
重
罰
し
て
い
る
。
な
お
器
の
全
面
に
施
文
し
て
い
る
（
第
一
八
図
）
。

口
頚
部
破
片
、
浅
鉢
形
？
。
水
平
口
緑
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
直
線
文
と
短
曲
線
文
及
び
爪
型
文
の
配
合
に
よ
っ
て
梢
成
さ
れ
て

い
る。

た
貼
附
文
も
見
ら
れ
る
（
第
一
九
図
）
。

形
で
、

A

.
3
3
6
 

ロ
類
部
破
片
、
浅
鉢
形
？
。
口
縁
上
に
押
圧
に
よ
る
刻
目
が
整
然
と
見
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
●
爪
型
文
と
直
線
文
を
整
然
と
排
列
し
た
も

口
頚
部
破
片
、
浅
鉢
形
？
。
口
縁
上
に
突
起
が
あ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、

ロ
頚
部
破
片
、
浅
鉢
形
？
。
口
緑
上
に
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、

や
や
完
形

、

浅
鉢
形

、

高
さ

―
―
•

四
糎

、

ロ
径
一
[-
・四
糎
、
底
径
一
六
糎
、
財
さ

O
・i-i=;ー
プ
糎
゜

一
種
の
三
叉
文

ロ
縁
は
水
平
を
な
し
て
い
る
。
底
は
平
底
で
あ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
器
の
全
面
に
爪
型
文
と
南
線
文
を
交
互
に
施
文
し、

更
に
浮
文
的
に
波
状
文
を
構
成

し
て
い
る
。
ま
た
底
面
全
面
に
も
爪
型
文
を
施
文
し
て
い
る
（
写
真
ニ
―
及
び
第
一
六
図
）
。

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
筆
者
ら
が
先
に
報
告
し
た
「
桧
山
南
部
の
辿
跡
」

（
昭
和
一―
-0
年
七
月
）
の
写
真
一
―
及
び
第
一

0
頁
の
本
文
と
第
一
―
頁
第
一
―

今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
が
誤
り
で
あ
る

こ
と

が
判
明
し
た
の
で
、

例

12

器
形
は
口
径
と
底
径
の
差
の
す
く
な
い
浅
鉢

例

11

A
.71 

而
線
文
と
爪
型
文
の
配
合
に
よ
っ
て
棉
成
さ
れ
て
い
る
。
ま

を
な
し
て
い
る
（
第
一
九
図
）
。

例

10

A

.
4
3
 

二
叉
文
が
見
ら
れ
る

（第
一
九
図
）
。

例
9

一
種
の

例
8

A

.
1
8
 

例

6

で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
仮
に
本
類
に
入
れ
た
（
第
一
九
図
）
。

例

5

と
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

A

.
2
2
4
 

A

.
1
2
2
 

A
.
 
2
8
5
 

ロ
類
部
破
片
、
深
鉢
形
。
水
平
口
縁
で
あ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、

本
例
は
或
は
第
一
類
と
な
す
べ
き

は
口
頚
部
の
み
に
見
ら
れ
る
（
第
一
九
図
）
。

例
4

A

.
5
9
 

口
頚
部
破
片
、
深
鉢
形、

短
曲
線
文
と
爪
型
文
の
配
合
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ

口
頚
部
に

二
列
の
爪
型
文
が
見
ら
れ
る
。

ロ
縁
上
に
小
突
起
が
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、

底
部
破
片
、
深
鉢
形
、
揚
底
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
直
線
文
と
曲
線
文
が
数
条
全
器
面
に
見
ら
れ
る
（
第
一
九
図
）
。

ロ
頚
胴
部
破
片
、
浅
鉢
形
？
。
口
縁
上
に
小
突
起
一一

ケ

一
組
で
認
め
ら
れ
る
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、

爪
製
文
と
短
直
線
文
及
び
直
線
文
の
配
合
に

爪
型
文
と
直
線
文
及
び
曲
線
文
の
配
合
か
ら
な
る
が
、
文
様

例
3

器
の
全
面
に
施
文
さ
れ
て
い
る
（
第
一
八
図
）
。

ロ
類
胴
部
破
片
、
小
型
深
鉢
形
。
水
乎
口
縁
と
推
定
さ
れ
る
。
文
様
は
前
例

(
A

.
2
1
0
)

と
ほ
ぽ
同
様
の
表
現
で
あ
る
（
第
一
八
図
）
。

二
四



器
一
ヶ
‘

第

二

節

石

例

24

番
外

7

例
23

例

22

例

21

例
20

番
外

5

例
19

（
訂
正
）

が
な
く
、

A

.
3
3
7
 

A

.
3
3
9
 

で
あ
る
（
第
一
七
図
）
。

A

.
2
2
6
 

A

.
3
3
8
 

器

胴
部
破
片
、
壷
形
？
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
直
線
文
、
爪
製
文
、

や
や
完
形
、
浅
鉢
形
、
高
さ
九
ー
一

0
・三
糎
、

や
や
完
形
、
浅
鉢
形
、
高
さ
七
糎
、

ロ
径
一
四
糎
、
底
糎
万
糎
、
厚
さ

O
·
~
糎
。
水
平
口
緑
を
な
す
。
底
は
軽
い
場
底
で
あ
る
。
文
様

ロ
径
一

三
・
一
糎
、

や
や
完
形
、
浅
鉢
形
、
高
さ
四

・
石
糎
、

ロ
緑
上
に
刻
目
を
施
し
て
い
る
が
、

口
径

一
〇
糎
、
厚
さ

0
・
三
ー

0
・
五
糎
。
水
平
口
緑
、
丸
底
で
、
文
様
は
無
文
で
あ
る
（
第
一
七
図
）
。

ロ
頚
部
破
片
、
浅
鉢
形
、
水
平
口
緑
を
な
す
。
文
様
は
地
文
な
く
、

や
や
完
形
、
広
口
隈
形
、
高
さ
九
糎
、

口
径

―一

・
七
糎
、
底
径
四
糎
、
序
さ

O
・五
糎
、

ロ
頚
部
か
ら
胴
部
ま
で
の
問
に
直
線
文
と
短
曲
線
文
及
び
爪
型
文
を
配
合
し
て
い
る
。
ま
た
底
面
に
も
爪
型
文
を
施
文
し
て
い
る
（
写
真
二
二
及
び
第
一
七
閃
）
。

本
資
料
に
つ
い
て
は
、
筆
者
ら
が
先
に
報
告
し
た
「
桧
山
南
部
の
辿
跡
」

土
器
と
し
て
記
載
し
た
が
、
本
式
土
器
も
晩
期
の
土
器
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
前
文
を
訂
正
す
る
。

A

.
2
5
8
 

A
.
 
2
6
1
 

A

.
 2
5
6
 

（
第
一
八
図
）
。

A

.
2
2
5
 

（
第
一
八
図
）
。

ロ
頚
胴
部
破
片
、
壷
形
。
文
様
は
地
文
な
く
、
直
線
文
と
短
曲
線
文
の
配
合
に
よ
っ
て
一
種
の
羊
歯
状
文
を
形
成
し
て
い
る
（
第
一
八
図
）
。

口
頚
胴
部
破
片
、
壷
形
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
直
線
文
と
曲
線
文
、
爪
型
文
を
重
腔
し
て
施
文
し
て
い
る
（
第
一
九
図
）
。

胴
部
破
片
、
壷
形
、
文
様
は
地
文
な
く
、
直
線
文
、
曲
線
文
、
爪
型
文
を
配
合
し
て
施
文
し
て
い
る
（
第
一
九
図
）
。

胴
部
破
片
、
壷
形
？
。
文
様
は
地
文
の
細
文
が
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
が
、
四
条
の
刻
線
文
を
挟
ん
で
、
数
列
の
爪
型
文
を
上
下
に
施
文
し
て
い
る

口
頚
部
破
片
、

皿
形
。
口
緑
は
水
平
口
緑
を
な
す
。
文
様
は
地
文
が
な
く
、
直
線
文
と
短
仙
線
文
が
、

出
土
し
た
石
器
は
土
器
の
数
に
比
し
て
少
数
で
あ
る
。
種
類
は
石
鏃
ニ
ヶ
‘

ス
ク
レ
ー
パ
ー

ニ
ヶ
な
ど
で
合
計
二
ニ

ヶ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
出
現
頻
度
は
第
三
表
に
示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
右
器
各
々
の
詳
細
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ

例
18

例
16

例
15

A
.10 

例

14

は
無
文
で
あ
る
（
写
其
ニ
ニ
及
び
第
一
七
図
）
。

例
認

そ
の
他
に
は
文
様
が
な
く
無
文
で
あ
る
。

ロ
頚
部
に
直
線
文
と
爪
型
文
の
文
様
化
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
（
第
一
九
図
）
。

ロ
緑
は
水
平
を
な
し
、
底
は
揚
底
で
あ
る
。
文
様
は
地
文

（
昭
和
三

0
年
七
月
）
の
第
一

0
頁
の
本
文
と
第
一
―
頁
の
一
―
図
に
、
野
祝
式

爪
型
文
で
つ
く
っ
た
羽
状
文
、

石
小
刀
四
ヶ
、
粗
製
石
小
刀
八
ヶ
‘

石
錐
一
ヶ
‘

――
万

布
斧
一
ヶ
‘

ノ
ッ
チ

三
ヶ
、
庖
丁
形
石

一
種
の
三
叉
文
を
な
し
て
い
る
（
第
一
九
図
）
。

直
線
文
と
重
置
し
て
施
文
し
て
多
彩
で
あ
る

底
は
丸
底



西 "t、Cらq-+ C之こ
C 22. → C. :,Cj 

第 22図

C, 3'l 

I --・ 

こ
C,22 

こ

第 3-4)名出土の石器3

c. 斗l

c,s-

5cm 一



石
長
さ
一
・
五
糎
、
幅
一
糎
、
岸
さ

0
・五
糎
の
小
型
で
有
柄
石
鏃
で
あ
る
。
石
質
は
い
ず
れ
も
黒
曜
石
で
あ
る
（
写
真
三
八
及
び
第
ニ
―
図
）
。

完
形
品
ニ
ヶ‘

は
縦
型
有
柄
で
、
剥
片
を
利
用
し
た
長
さ
三
・七
糎
、
幅
四

・
ニ
糎
、
厚
さ

一
・四
糎
で
略
四
角
形
を
な
し
、

糎
で
、
栢
円
形
を
な
し
柄
を
除
い
た
二
辺
縁
が
サ
イ
ド

・
ス
ク
レ

ー
パ
ー
状
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。

れ
る
も
の
で
、
長
さ
現
存
四
・
三
糎
、
幅
ニ
・
四
糎
、
厚
さ

0
・八
糎
、
柄
を
除
い
た
二
辺
縁
が
サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
ー
パ

ー
状
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。

完
形
品
六
ケ
、

錐 不
完
形
品
ニ
ヶ
の
計
八
ケ
が
出
土
し
て
い
る
。

サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
ー

。ハ
ー
に
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
種
類
の
も
の
で
あ
る
。

レ
ー
パ
ー
状
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。
石
質
は
頁
岩
で
あ
る
。
そ
の
他

面
に
数
稜
数
剥
雌
面
を
有
す
る
、
長
さ
七
糎
前
後
、
幅
三
糎
前
後
の
横
長
の
剥
片
を
利
用
し
た
も
の
で
、

例
、
娃
岩
一
例
で
あ
る
。

粗

製

石

小

刀

(
C
.
 
4
1
)
 

は
長
さ
四
・
八
糎
、
幅
二
糎
、
厚
さ

O
・七
糎
の
小
型
栴
円
形
の
も
の
で
全
辺
緑
が
サ
イ
ド
・
ス
ク
レ
ー

。ハ
ー
状
に
作
出
さ
れ
て
い

る
。
石
質
は
粘
板
岩
で
あ
る
（
写
真
一
二
七
ー
三
八
及
び
第
二

0
図）。

さ
現
什
石

・ニ
糎
、
幅
ニ
・
ニ
糎
、
厚
さ

一
・
一
糎
で
、

て
い
る
。

ー
―

一
仮

石 完
形
品
が
ニ
ヶ
出
土
し
て
い
る
。

石

1J1 

不
完
形
ニ
ケ
計
四
ヶ
が
出
土
し
て
い
る
。
四
ヶ
中

一
ヶ
は
横
型
、
ニ
ヶ
は
枇
型
と
縦
型
の
中
問
型
式
、

一
ヶ
は
不
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

一
例

(
C
.6
)
 

2
 C
.
 
2
7)
は
縦
、
横
中
間
型
式
で

、
こ
れ
も
剥
片
を
利
用
し
て
お
り

、

表
裏
と
も
平
坦
面
を
な
し
て
い
る

。

長
さ
六
・

石
糎

、

輻
ニ
・

八
糎

、

厚
さ
0
•

八

刀 鏃

い
ず
れ
も

一
面
が
平
拍
面
を
な
し
他
の

(
C

.
4
)
 

(
C
 1
4
,
 
1
6
,
 
2
1
,
 
2
3
,
 
2
6
,
 
2
8
)
 

二
九

一
辺
緑
乃
至
二
辺
縁
が
匁
状
に
な
っ
て
い
る
。
石
質
は
頁
岩
五

の
六
例
は
前
例
同
様
い
ず
れ
も

一
面
が
平
坦
面
を
な
し
、

は
長
さ
六

・
五
糎
、
幅
四

・五
糎
、
屏
さ

一
・三
粧
で
、

二
辺
緑
が
サ
イ
ド
・
ス
ク

面
に
数
剥
離
面
を
有
す
る
剥
片
を
利
用
し
て
、

ナ
イ
フ
或
は

一
例

(
C
.3
4
)

は
長

一
例

(
C
.4
0
)

は
不
完
形
で
あ
る
が
、
縦

柄
を
除
く
三
辺
が
サ
イ
ド

・
ス
ク
レ

ー
。ハ
ー
状
に
作
出
さ
れ

る
。
な
お
石
器
の
主
要
な
も
の
は
写
真
三
七
ー
三
八
及
び
第
二

0
ー
ニ
ニ
図
に

示
し
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

一
例

(
C
.3
3)
は
長
さ
三
・

四
糎
、
幅

一
・
四
糎
、
厚
さ
0
•

四
糎
で
、
扶
入
の
あ
る
無
柄
石
鏃
で
あ
る
。

一
辺
緑
が
サ
イ
ド

・
ス
ク
レ

ー
。ハ
ー
状
に
作
出
さ
れ
て
い
る
（
T
ナ真
三
七
及
び
第
二
〇
図）
。

秘
中
間
型
式
と
思
わ

他
の

一
例

(
C
.3
6
)

は



完
形
品
一
ヶ
(
C
.
1

5
)

が
出
土
し
て
い
る
。
本
資
料
は
体
部
と
針
部
か
ら
な
っ
て
い
る
有
頭
石
錐
で
あ
る
。
休
部
は
長
さ
七

・
ニ
糎
、
幅
四
・
九
糎
、
屏
さ

O
・六
糎
で
、

針
部
は
長
さ
ニ

・三
糎
、
茎
部
幅
一
・
六
糎
で
あ
る
。
石
質
は
粘
板
岩
で
あ
る
（
第
ニ
―
図
）
。

り
、
正
面
観
は
曲
匁
を
な
す
。
よ
く
磨
研
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
蛤
匁
の
石
斧
で
あ
る
。
石
質
は
緑
色
泥
岩
で
あ
る
（
写
衷
三
七
及
び
第
ニ
―
図
）
。

一
例

(
C
.2
0
)

は
適
宜
な
剥
片
の
一
辺
縁
の
曲
弯
し
た
剥
離
面
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

•

四
糎
の
楕
円
形
の
石
屑
の
一
辺
縁
を
打
ち
欠
い
て
曲
弯
部
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
る
。
石
質
は
い
ず
れ
も
壮
岩
で
あ
る

(
T認
峠
三
七
・
三
八
及
び
第
ニ
―
図
）
。

完
形
品
ニ
ヶ
が
出
土
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
一
面
が
平
坦
面
を
な
し
、

(

C
.
2
2
)

は
長
さ
三

・七
糎
、
幅
ニ

・七
糎
、
厚
さ

O
・六
糎
で
、
全
辺
緑
が
ス
ク

レ
ー

。ハ

ー
状
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。
(
C

.
3
9
)

は
長
さ
四
糎
、
幅
ニ
・
九
糎
、
厚
さ
一
・

ニ

糎
で
、
半
月
形
の
一
縁
だ
け
が
ス
ク
レ
ー
。
ハ

ー
状
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。
石
質
は
両
例
と
も
娃
岩
で
あ
る
（
写
真
一
二
八
及
び
第
二
二
図
）
。

庖

丁

形

石

器

完
形
品
が
一
ヶ
出
土
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

(
C
.
3
8
)

は
四
角
形
に
近
い
蔀
く
大
製
の
庖
丁
形
の
石
器
で
、
翡
さ
七
・

一
糎
、
幅
八
糎
、
厚
さ

一
糎
で
あ
る
。
両
面
と

も
平
坦
面
を
な
し
て
い
る
。
匁
は
二
辺
緑
に
見
ら
れ
る
。
石
質
は
粘
板
岩
で
あ
る
（
第
二
二
図
）
。

で
あ
る
。

第

三

節

ス
ク
レ
ー
パ
ー

装

身

具

一
面
の
辺
縁
を
加
工
し
た
も
の
で
、

形
は
桁
円
形
に
近
い
小
型
の
も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち

一
例
は

(
C
.
1
9
)

は
長
径
五

・四
糎
、
短
径
三

・九
糎
、
厚
さ

完
形
品
三
ヶ
が
出
土
し
て
い
る
。

ノ 石

ツ

不
完
形
品
一
ケ

チ 斧

本
資
料
は
長
さ
推
定
―
二
糎
（
現
存
五
ふ
ハ
糎
）
、
幅
五
・
ニ
栢
、
周
さ
ニ

・
六
糎
で
あ
る
。

一
例
は

(
C
.4
2
)

長
さ
四
糎
、
幅
三
糎
、
厚
さ

O
・五
糎
の
や
や
四
角
形
の
剥
片
の
一
辺
緑
に
加
工
し
て
曲
弯
部
を
つ
く
っ
た
も
の

(
C

.
8
)

が
出
土
し
て
い
る
。

四
〇

匁
の
側
面
観
は
両
匁
で
あ



第

五

章

ぅ
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が
い

上
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国
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第 3表 石器、装身具の出土数と石質

完 形 不完形 メロ

種 類

貞岩 I珪岩 1粘板岩黒耀石1安111岩頁岩 1旦魯 計

石 鏃 2 2 
石 小 刀 2 2 4 
粗製石小刀 4 1 1 2 8 

石 維 1 1 

石 斧 1 1 

ノ ツ チ 3 3 
スクレー パ ー 2 2 
庖丁形石器 1 1 

亜 飾 1 1 
I 

ム口 nl 6 61 31 2J 1 I 41 1 I 23 
（註） 石／肖は75ヶ出土しており、石質は頁岩、珪岩、粘板岩があるが、

大部分は頁岩である。

貝

類

第

四

節

自

然

遺

物

四

装
身
具
と
思
わ
れ
る
も
の
が
一
ケ
出
土
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち

(
C
.5
)

は
桁
円
形
の
小
石
の
中
央

糎
で
あ
り
、
、
中
央
部
の
孔
は
い
わ
ゆ
る
虫
食
い
と
い
わ
れ
る
部
位
で
、
こ
こ
に
穿
孔
し
た
も
の
で

、

孔
の
長
径
は

O
・七
糎
で
あ
る
。
石
質
は
安
山
船
で
あ
る
（
T
芯
苔
一八
及
び
ニ
ニ
図
）
。

動

物

骨

格

類

す
れ
ば
、
そ
の
曲
弯
の
状
態
、
縫
合
の
状
態
、
厚
さ
な
ど
か
ら
、

順
蓋
骨
の
小
破
片
が
一二
十
数
片
発
見
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
性
は
化
石
化
し
て
硬
い
。
形
態
か
ら
判
断

か
な
り
人
竹
に
近
い
印
象
を
受
け
る

が
、
人
骨
と
断
定
す
る
に
は
細
片
す
ぎ
る
。
な
お
本
骨
格
片
が
動
物
と
す
れ
ば
、

獣
に
近
い
形
態
で
あ
る
が
、

A
n
a
d
a
r
a
 
(S
.)
 b
r
o
u
g
h
t
o
nii 
(S
c
h
re
n
c
k
)
 

S
pi
s
u
la
 cf
.
 
s
a
c
h
a
l
i
n
e
n
s
i
s
 (S
c
h
re
n
c
h
)
 

部
を
穿
孔
し
た
も
の
で
、

あ
ざ
ら
し
な
ど
の
幼

そ
の
真
偽
は
明
ら
か
で
な
い
。
四
肢
骨
の
破
片
が
十
数
片
同
時
に
出
土
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
人
骨
で
は
な
く
、
全
例
小
動
物
の
竹
状
骨
で
あ
る
（
下
ぷ
益
一九）。

只
類
は
わ
ず
か
に
四
個
体
四
片
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
種
類
は
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
（
ゲ
ぷ
出
四

0
)。

一
種
の
垂
飾
と
思
わ
れ
る
。

長
径
六

・胆
糎
、
短
径
ニ

・
六
糎
、
厚
さ
一

・
五



こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

本
追
跡
の
第
一
駁
よ
り
は
擦
文
式
土
器
並
び
に
組
恵
器
が
出
土
し
、
第
一
三
熙
ー
第
四
罰
よ
り
は
い
わ
ゆ
る
亀
ヶ
岡
式
士
器
の
上
批
乃
至
中
批
に
位
樅
す
る
も
の
と
、
こ

れ
に
伴
出
す
る
石
器
類
が
出
土
し
て
い
る
。

本
追
跡
の
第

一
罰
よ
り
出
土
し
た
擦
文
式
土
器
の
特
徴
は
、
器
質
堅
緻
で
、

擦
痕
が
器
の
全
面
に
見
ら
れ
、

本
辿
跡
の
第
一
罰
で
認
め
ら
れ
た
住
居
逍
棉
は
、

趾
の
年
代
を
決
定
す
る
確
証
は
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

器
形
は
口
頻
部
が
外
弯
し
、
平
緑
で
平
底
の
深
鉢
形
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。
文
様
は

口
頚
部
附
近
に
は
刻
線
文
を
施
文
す
る
が
、
体
部
に
及
ぶ
こ
と
は
す
く
な
く
、
文
様
は
概
し
て
単
純
で
あ
る
。
本
追
跡
出
土
の
擦
文
式
土

一
般
に
文
様
が
簡
略
で
あ
る
よ
う
に
推
寮
さ
れ
る
。
ま
た
須
恵
器
破
片
が
出
土
し
て
い
る
が
、

器
は
擦
文
式
土
器
と
伴
出
し
た
も
の
で
、
年
代
的
に
は
並
行
閲
係
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

円
形
に
近
く
、
直
径
四
・
八
祝
米
前
後
と
推
定
さ
れ
る
。

お
そ
ら
く
擦
文
文
化
期
以
降
に
枇
築
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

本
追
跡
の
第
三
暦
ー
第
四
胴
よ
り
出
土
し
た
、
い
わ
ゆ
る
亀
ヶ
岡
式
土
器
に
は
、
実
質
的
に
は
精
製
品
と
粗
製
品
と
が
あ
る
が
、
資
料
が
乏
し
い
の
で
、
粘
粗
に
戟
然
と
分

け
る
の
を
避
け
て
つ
ぎ
の
四
分
類
を
行
っ
た
。す
な
わ
ち
第
一
類
よ
り
第
四
類
に
分
類
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
若
干
の
種
類
が
見
ら
れ
る
。
各
類
士
器
の
特
徴
に
つ
い
て
は

第
三
菜
に
詳
述
し
た
が
、
器
形
と
諸
特
徴
を
要
約
し
て
、
第
二
三
図
A
、

B
に
模
式
と
し
て
示
し
た
。
な
お
各
類
土
器
の
顕
著
な
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
如
く
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
本
式
土
器
の
器
質
は
堅
緻
で
あ
り
、
厚
さ
は
蔀
い
。
器
形
は
深
鉢
形
、
浅
鉢
形
、
祉
形
、

一
類
、
第
二
類
土
器
で
は
深
鉢
形
が
多
く
、
第
三
頬
士
器
で
は
深
鉢
形
に
つ
い
で
洩
鉢
形
が
多
く
な
り
、
第
四
類
土
器
で
は
深
鉢
形
と
浅
鉢
形
と
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
る
。

器
の
大
い
さ
は
大
型
の
も
の
も
あ
る
が
概
し
て
中
塑
の
も
の
が
多
い
。
口
緑
部
は
水
平
口
緑
の
も
の
と
、
ニ
ヶ
乃
至
―

-iヶ一
組
の
山
形
小
突
起
、
あ
る
い
は
波
状
の
突
起

を
有
す
る
も
の
と
が
見
ら
れ
る
。
底
は
第
一
類
、
第
二
類
、
第
一二
類
土
器
で
は
揚
底
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
第
四
類
土
器
で
は
平
底
が
多
い
。
文
様
は
第

一
類、

第
]
―類
、
第
三
類
土
器
で
は
、

様
は
爪
型
文
で
、

主
と
し
て
口
頚
部
附
近
に
並
列
し
て
数
列
挽
然
と
施
文
さ
れ
る
。
文
様
構
成
は
第

な
お
資
料
は
大
洞

B
、

B
I
C
、
Cl
、
C
一
の

お
そ
ら
く
本
土

皿
形
、
注
口
形
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
各
形
土
器
の
出
現
頻
度
は
第

地
文
と
し
て
斜
行
縄
文
が
附
さ
れ
る
が
、
第
四
類
土
器
に
は
地
文
が
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
各
類
土
器
を
通
じ
て
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
文

類
土
器
で
は
爪
型
文
、
第
二
類
土
器
で
は
爪
梨
文
と
直
線
文
、
第

三
類
、
第
四
類
土
器
で
は
爪
梨
文
と
直
線
文

・
曲
線
文
が
夫
入
文
様
要
素
と
な
る
が
、
第
四
類
土
器
で
は
こ
の
ほ
か
に
磨
消
手
法
が
盛
行
し
、
ま
た
朱
塗
土
器
及
び
無
文

の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
な
お
本
追
跡
の
小
範
囲
で
の
出
土
品
で
あ
る
の
で
、
器
形
乃
至
文
様
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
記
述
し
た
ほ
か
に
も
、
他
の
種
類
の
も
の
が
あ
り
う
る

本
追
跡
出
土
の
い
わ
ゆ
る
危
ヶ
岡
式
土
器
の
編
年
的
位
償
は
、
第
三
類
、
第
四
類
土
器
に
見
ら
れ
る
、
短
直
線
及
び
短
曲
線
で
柚
成
さ
れ
た
文
様
は
、

式
土
器
の
三
叉
状
人
組
文
乃
至
羊
歯
状
文
に
近
似
し
て
お
り
、
大
洞
、

器
を
道
中
央
部
、
遥
北
部
の
同
式
土
器
に
比
較
す
れ
ば

B
、
B
I
C
、Cl
、
C-
と
い
わ
れ
る
範
囲
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
大
洞

B
I
C
ー
Cl
が
そ

の
主
体
を
占
め
て
い
る
の
で
、
本
資
料
は
編
年
的
に
は
大
洞

B
I
C
ー

5
の
時
期
に
比
定
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
大
洞

円
形
の
外
祁
の
内
縁
に
柱
穴
を
排
列
し
て
い
る
。

IIしl

本
住
居
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に
種
げ
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、
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佐
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